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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
に
対
す
る
補
助
事
業
は
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
ま

で
に
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
普
及

率
（
10
％
：
２
千
件
／
個
人
住
宅
総

数
約
2
万
件
）
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
内
に
約
６
千
基
あ
る
自
治
会
管

理
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
推
進
す
る
た
め
の
補
助
を
実
施
し
、

平
成
26
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
目
指
し
ま
す
。
消

費
電
力
が
約
65
％
削
減
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の

効
果
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
的
に
公
園
や
駅
前
広

場
な
ど
公
共
施
設
の
電
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
宮
脇
昭
さ
ん

（
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）
の
指

導
の
も
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
協
働
で

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
市
民
参
加

に
よ
り
市
内
の
公
園
な
ど
に
苗
木
を

植
え
る
親
子
植
樹
祭
や
育
樹
祭
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

植
樹
面
積　

約
２
千
３
０
０
㎡

　

植
樹
本
数　

約
９
千
７
０
０
本

　

参
加
総
数　

約
１
千
５
６
０
人

　

食
料
の
重
量
と
輸
送
距
離
を
掛
け

合
わ
せ
た
「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
」

の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
地
産
地
消

の
推
進
に
よ
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
を

減
少
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
で

は
、
次
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

・
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
「
地

産
地
消
」
運
動
の
Ｐ
Ｒ

・
行
田
軽
ト
ラ
朝
市
の
実
施

・
小
学
生
を
対
象
に
し
た
「
地
産
地

消
」
運
動
お
よ
び
食
育
の
推
進

・
行
田
在
来
青
大
豆
の
普
及

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
住
民
の
節
電
意
識
が
高
ま
り
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
や
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
、
環

境
に
配
慮
し
た
設
備
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
の
環

境
に
や
さ
し
い
事
業
を
推
進
し
、「
行
田
エ
コ
タ

ウ
ン
」
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

「環境みらい都市」に認定されました
　本市は、「住宅用太陽光発電システム設置の推進」や「市
内ＬＥＤ化計画」などの行田エコタウンの創出に向けた取り
組みが高く評価され、「環境みらい都市」に認定されました。
 「環境みらい都市」とは、先進的で他の模範となる地球温暖
化対策に積極的に取り組む県内の市町村を埼玉県が認定する
制度であり、10月13日に上田知事から工藤市長に認定証が
交付されました。

「いのちを守る森づくり」第4回親子植樹祭

第10回行田軽トラ朝市

平成23年度  環境みらい都市認定証交付式

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
の
推
進

い
の
ち
を
守
る
森
づ
く
り

事
業

市
内
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
計
画

「
行
田
エ
コ
タ
ウ
ン
」

の
創
出
に
向
け
て
、

市
が
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

地
産
地
消
の
推
進
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環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
住
宅
用
高
効
率
給

湯
器
設
置
に
対
す
る
補
助
事
業
を
開

始
し
ま
す
。

　

地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
施
設
・
教
育
・
運
用
面
に

お
い
て
子
供
た
ち
が
環
境
問
題
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
エ
コ
ス
ク
ー
ル
を

促
進
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

　

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
と
は
、
省
エ

ネ
・
省
資
源
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た

一
日
を
送
り
、
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
で
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
の
削
減
量
を
把
握
し
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
き
っ
か
け
を

作
る
取
り
組
み
で
す
。

　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
、

市
職
員
お
よ
び
そ
の
家
族
で
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
、
企
業
や

自
治
会
な
ど
の
団
体
に
も
参
加
を
呼

び
掛
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
期
間

内
の
一
日
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
実
施
の

募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
１
団
体
（
二

持
田
第
一
自
治
会
）
か
ら
応
募
が
あ

り
、
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
よ

り
削
減
で
き
た
二
酸
化
炭
素
の
量
は

８
２
４
万
２
千
９
９
５
グ
ラ
ム
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
３
千
４
９
５
リ

ッ
ト
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
焼
さ
せ
た

と
き
に
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
の
量

と
同
じ
で
す
。

「
環
境
み
ら
い
都
市
」
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
球

温
暖
化
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
を
県
内
に
広
く
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
本

市
。
今
後
も
、「
行
田
エ
コ
タ

ウ
ン
」
の
創
出
に
向
け
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境

　

政
策
担
当
☎
５
５
６
ー
９
５

　

３
０

参加区分 参加数（人） 二酸化炭素削減量（g） 1人あたりの削減量（g）

小学校低学年
（1～3年生）

児　童 1,757 796,596 453

家族、教職員 3,419 1,430,212 418

小学校高学年
（4～6年生）

児　童 1,834 1,507,468 822

家族、教職員 2,636 2,152,254 816

中学校
生　徒 1,629 1,327,059 815

家族、教職員 762 630,588 828

一　般 二持田第一自治会 86 61,982 721

市役所 職員など 521 336,836 647

合　計 12,644 8,242,995 652

※参加区分によってチェック項目が異なります。

▶対　　象
・自らが居住する市内の住宅に電力を供給する目的で、

１キロワット以上の発電システムを設置する方
・市税の滞納がない方
・建築基準法、都市計画法などの違反がない方
・平成23年6月1日から平成24年3月10日の期間に発

電システムを設置した(する)方
・行田市住宅改修資金補助金の交付を受けていない方
▶補助金額　１件８0,000円
▶申請方法　環境課で配布している申請書(市ホームペ
　ージからダウンロード可)に必要事項を記入のうえ、

11月1日（火）～12月28日（水）に直接同課に提出して
　ください。
▶そ の 他　すでに設置済みの方でも、６月１日以降に

設置した場合は対象となります。また、予算の範囲内
での補助となりますので、受付予定数の101件に達
した場合は抽選となります。

　太陽光発電システム
設置補助金の受け付け
を11月１日から再開
します（当初予算分とは
条件が異なりますので、
ご注意ください）。

▶対　　象
・市内に自己の居住を主たる目的として所有している住

宅に未使用の補助対象給湯器を設置した方
・補助対象給湯器の保証書に記載されている購入年月日

が平成23年10月１日以降の給湯器
・市税の滞納がない方
・建築基準法、都市計画法などの違反がない方
・行田市住宅改修資金補助金の交付を受けていない方
▶補助対象給湯器および金額　
・ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯器（エコキュート）：１台

につき２0,000円
・ガスエンジン給湯機（エコウィル）：１台につき２

0,000円
・潜熱回収型給湯器（エコジョーズ、エコフィール）：１

台につき１0,000円
・燃料電池コージェネレーションシステム（エネファー

ム）：１台につき５0,000円
※補助対象経費が補助金の額の２倍を超えない場合は、

補助金を交付しません。
▶申請方法　環境課で配布している申請書(市ホームペ
　ージからダウンロード可)に必要事項を記入のうえ、

11月１日（火）～平成24年3月9日(金)に直接同課へ
提出してください。

▶そ の 他　予算の範囲内での補助となりますので、予
算額に達した場合は受付期間中でも終了します。

　住宅用高効率給湯器
を設置する方を対象に
補助金を交付します。

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
１

夏
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
の
推
進

と
環
境
教
育
の
充
実

住
宅
用
高
効
率
給
湯
器

設
置
の
推
進

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
推
進

補助 太陽光発電システム
設置補助金を再開します

補助 住宅用高効率給湯器
設置補助金を交付します
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江
戸
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
「
行
田
在

来
青
大
豆
」
。
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
で
作
ら
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
「
あ
ぜ
豆
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
在
来
種
で
あ
る
大
豆
は
、
「
枝
が

大
き
く
広
が
る
こ
と
で
倒
れ
や
す
い
」
、
「
実

が
付
く
位
置
が
低
く
、
収
穫
し
づ
ら
い
」
な
ど

品
種
改
良
さ
れ
た
栽
培
種
に
比
べ
て
生
産
性
が

低
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
50
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど

姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
少
数
の
農
家
で
は
、
自
分
た
ち
で

食
べ
る
た
め
に
栽
培
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で

す
。

　

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
県
内
在
来
大

豆
の
加
工
適
正
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
豆
特
有

の
香
り
が
高
い
行
田
在
来
青
大
豆
が
、
豆
腐
の

加
工
に
適
し
た
品
種
で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
、

脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
19
年
よ
り
農
家
、
県
、
市
が
協
力
し
、
斎

条
・
谷
郷
地
区
か
ら
再
び
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
平
成
19
年
は
２
・
２
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
１
・
８
ト
ン
の
収
穫
で
し
た
が
、
現
在

で
は
皿
尾
・
埼
玉
地
区
に
栽
培
地
を
拡
大
し
、

平
成
22
年
は
21
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
栽
培
面
積
を

増
加
さ
せ
、
９
・
４
ト
ン
の
行
田
在
来
青
大
豆

を
収
穫
し
て
い
ま
す
。

行
田
在
来
青
大
豆
の
歴
史

行
田
在
来
青
大
豆
が
復
活

　

行
田
在
来
青
大
豆
の
栽
培
を
復
活
さ
せ
た
本
市
で
は
、
そ
の
大
豆
か

ら
豆
腐
や
み
そ
を
は
じ
め
、
枝
豆
ア
イ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
に
加

工
さ
れ
た
商
品
が
店
頭
に
並
び
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
行
田
在
来
青
大
豆
が
再
び
栽
培
さ
れ
る
ま
で
の
道
の
り

や
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
脚
光
を
浴
び
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
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行
田
在
来
青
大
豆
の
特
徴
は
な
ん
と
い
っ
て

も
、
甘
み
の
強
さ
で
す
。
甘
み
と
特
有
の
風
味

を
持
つ
大
豆
か
ら
で
き
た
豆
腐
は
ま
る
で
ス
イ

ー
ツ
の
よ
う
。
こ
の
豆
腐
を
販
売
し
た
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
行
田
農
産
物
直
売
所
で
は
、
ピ
ー
ク
時

に
は
30
分
で
２
０
０
丁
売
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

人
気
で
し
た
。

　

ま
た
、
青
大
豆
の
特
徴
を
生
か
し
た
枝
豆
、

ラ
ス
ク
、
発
芽
大
豆
な
ど
関
連
商
品
が
次
々
に

開
発
さ
れ
て
い
て
、
古
代
蓮
の
里
売
店
で
も
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
行
田
の
味
を

家
庭
で
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

栽
培
面
積
の
拡
大
に
伴
い
、
新
た
な
商
品
を

開
発
し
、
ま
た
今
以
上
に
販
売
促
進
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
行
田
在
来
青
大
豆

は
、
県
内
在
来
大
豆
の
一
種
で
、
数
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
秩
父
在
来
大

豆
「
借
金
な
し
」
と
比
べ
る
と
、
行
田
の
一
部

の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
の
み
で
し
た
。
そ
こ
で
、

平
成
23
年
度
か
ら
、
よ
り
一
層
行
田
在
来
青
大

豆
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
長
谷
川

浩
会
長
を
中
心
に
「
行
田
在
来
青
大
豆
」
商
品

開
発
・
販
売
促
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
は
26
人
。
青
大
豆
を
生
産
し
て
い

る
農
家
や
青
大
豆
を
加
工
販
売
し
て
い
る
豆
腐

業
者
、
販
売
業
者
、
行
政
な
ど
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

協
議
会
に
参
加
し

て
い
る
企
業
や
商
店

が
新
た
に
商
品
を
開

発
で
き
る
よ
う
に
、

研
修
会
や
試
食
会
を

開
き
、
新
商
品
へ
の

ヒ
ン
ト
を
模
索
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
新

た
な
商
品
が
開
発
さ
れ
次
第
、
皆
さ
ん
に
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　

青
大
豆
関
連
商
品
の
販
売
を
よ
り
一
層
促
進

さ
せ
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
青
大
豆

へ
の
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
協
議
会
で
は
、
誰
で
も
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
青
大
豆
関
連
商

品
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

作
り
を
企
画
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
（
詳
細

は
下
記
参
照
）
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
政
課
農
政
担
当
（
内
線
３

　

８
６
）

▼
賞
品

金
賞　

１
点
（
商
品
券
１
万
円
）

銀
賞　

２
点
（
商
品
券
５
千
円
）

銅
賞　

３
点
（
商
品
券
３
千
円
）

い
ず
れ
も
副
賞
は
、青
大
豆
関
連
商
品
セ
ッ
ト

▼
応
募
資
格　

プ
ロ
・
ア
マ
・
年
齢
を
問
い
ま

せ
ん
。

▼
応
募
規
定

①
Ａ
４
版
の
用
紙
を
縦
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い

（
応
募
作
品
は
折
り
曲
げ
ず
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
）。

②
画
材
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
表
現
方
法
は
自
由
。

③
応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

　

応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１
案
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
応
募
作
品
裏
面
や
別
紙
に

記
入
の
う
え
、
12
月
26
日
㈪
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
行
田
在
来
青
大
豆
」
商
品

開
発
・
販
売
促
進
協
議
会
事
務
局
（
農
政
課

内
）
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

 

【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１―

８
６
０
１ 

行
田

市
本
丸
２―

５
「
行
田
在
来
青
大
豆
」
商
品
開

発
・
販
売
促
進
協
議
会
事
務
局
（
農
政
課
内
）

▼
発
表　

平
成
24
年
3
月
上
旬

　

※
入
賞
者
に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
注
意

・
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
当
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
。

・
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
採
用
作
品
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
に
使
用

の
際
、修
正
や
補
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

関
連
商
品
が
続
々
登
場

さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
に

商
品
開
発
・
販
売
促
進
に

熱
が
入
っ
て
い
ま
す

青大豆キャラクターの作成について議論をかわす

青大豆関連商品の試食会

現場インタビュー

行田在来青大豆を気軽に食べて
おいしさを知ってもらいたい

 「行田在来青大豆」商品開発・販売促進協議会会長  長谷川浩さん（谷郷）

　行田には広大な農地があ
りますが、98パーセント
が水田になっていて、その
ほとんどで米や麦が生産さ
れています。何かほかに特
産物を作りたいな、面白い
ことをやりたいなと思って

いた時に、行田在来青大豆の種をもらい、試しに作ってみた
のです。その大豆からできた豆腐は、味が濃厚で甘くて個性
的なおいしさがありました。また、青大豆になる前の枝豆は、
口もとに持ってきたときに独特のいい香りがするんです。大
豆は健康にも良いですしね。それから行田在来青大豆を作る
ようになりました。
　この大豆の良さをアピールしたいという思いから発足した
のが「行田在来青大豆」商品開発・販売促進協議会です。こ
の協議会での商品開発や販売促進に向けたさまざまな活動を
通して、多くの方に行田在来青大豆を知ってもらい、気軽に
食べてもらいたいです。今後は、大豆料理のコンテストや新
しい商品の試食会を開催したいですね。たくさんの方に青大
豆のおいしさを楽しんでもらいたいと思います。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

　
　
　

商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
！

 「
行
田
在
来
青
大
豆
」
の

　
　

  

商
品
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
募
集

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

　
　
　

商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
！

 「
行
田
在
来
青
大
豆
」
の

　
　

  

商
品
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
募
集
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栗
原　

セ
ツ	　

（
持
田
地
区
・
持
田
長
町
）

黒
田　

弘
美	

（
持
田
地
区
・
棚
田
三
丁
目
）

山
口　

樹
司	

（
長
野
地
区
・
林
区
）

島
田　

博	

（
荒
木
地
区
・
荒
木
第
四
区
）

斉
藤　

美
佐
子	

（
荒
木
地
区
・
荒
木
第
九
区
）

石
田　

衞	

（
北
河
原
地
区
・
里
前
地
区
）

月
俣　

靜
子	

（
埼
玉
地
区
・
上
埼
玉
）

藤
間　

淑
子	

（
太
田
地
区
・
真
名
板
）

山
田　
　

津
枝
（
南
河
原
地
区
・
南
河
原
三
区
南
）		

	

齋
藤　

一
彦	

（
星
河
地
区
・
一
和
田
）

原　

正
彦	

（
荒
木
地
区
・
荒
木
第
五
区
）

杉
山　

光
男	

（
須
加
地
区
・
須
加
第
八
区
）

鳥
塚　

六
郎	

（
埼
玉
地
区
・
富
士
山
東
）

増
田　

英
雄	

（
太
井
地
区
・
棚
田
町
）

相
上　

清
柗	

　

（
太
田
地
区
・
関
根
）

関
和　

章
運	

（
南
河
原
地
区
・
馬
見
塚
）

井
桁　

兵
太
郎
・
和
子	

（
北
谷
区
東
町
）

齋
藤　

昌
久
・
悦
子	

（
北
谷
区
東
町
）

今
田　

泰
夫
・
恭
子	

（
北
谷
区
蓮
華
寺
）

山
口　

光
一
・
キ
ヨ
子	

（
本
丸
）

三
枝　

正
男
・
ヤ
オ
子	

（
本
丸
）

白
石　

和
男
・
知
子	

（
本
丸
）

関
口　

智
正
・
カ
ネ	

（
本
丸
）

岩
田　

俊
之
・
美	

（
城
西
）

馬
場　

俊
夫
・
久
子	

（
矢
場
区
）

松
本　

晃
一
・
志
げ
子	

（
矢
場
区
）

吉
羽　

貞
夫
・
君
江	

（
矢
場
区
）

武
井　

栄
司
・
孝
子	

（
矢
場
区
）

山
口　

榮
一
・
靜
江	

（
田
町
区
）

中
村　

秀
夫
・
宣
子	

（
成
田
区
）

吉
田　

勇
治
・
光
子	

（
城
南
）

岩
本　

宏
一
・
惠
子	

（
城
南
）

服
部　

力
・
弘
子	

（
城
南
）

小
林　

節
男
・
俊
江	

（
天
満
）

中
島　

孝
行
・
米
子	

（
天
満
）

長
谷
川　

賢
治
・
靜
江	

（
第
二
天
満
）

早
川　

義
雄
・
晶
代	

（
元
町
）

大
谷　

良
一
・
和
子	

（
矢
場
一
丁
目
）

鈴
木　

貞
二
郎
・
喜
美
枝	

（
中
央
）

佐
々
木
次
男
・
美
智
子
（
エ
ク
セ
ル
行
田
中
央
）

室
井　

幸
八
・
シ
ズ	

（
第
一
旭
）

小
林　

正
明
・
ト
ク	

（
第
二
旭
）

田
村　

八
郎
・
美
枝	

（
向
友
会
）

内
山　

新
三
・
奈
美
江	

（
向
友
会
）

荒
井　

岩
雄
・
瑞
枝	

（
一
佐
間
）

角
田　

茂
・
利
江	

（
二
佐
間
）

堀
越　

子
之
秋
・
シ
ゲ
子	

（
二
佐
間
）

橋
本　

博
次
・
規
子	

（
二
佐
間
）

金
子　

稔
・
ト
ヨ	

（
佐
間
三
間
）

川
嵜　

一
郎
・
幸	

（
佐
間
三
間
）

川　
　

清
・
重
子	

（
佐
間
三
間
）

　
　赤

濱　

義
照
・
絹
子	

（
菅
谷
）

鈴
木　

正
夫
・
美
祢
子	

（
二
持
田
第
一
）

田
島　

五
郎
・
初
枝	

（
二
持
田
第
二
）

久
保
田　

和
市
・
シ
モ
子	

（
三
持
田
西
部
）

福
島　

勝
治
・
ヤ
ス	

（
三
持
田
西
部
）

小
山　

実
也
・
雅
子	

（
駒
形
）

島
﨑　

岩
夫
・
和
子	

（
駒
形
）

島
嵜　

稔
・
ミ
ヨ
子	

（
駒
形
）

佐
々
木　

幸
雄
・
良
子	

（
前
谷
）

吉
田　

重
雄
・　

ね	

（
前
谷
）

小
濱　

賢
司
・
和
子	

（
持
田
長
町
）

今
井　

榮
夫
・
美
代
子	

（
持
田
長
町
）

髙
橋　

良
明
・
光
代	

（
持
田
砂
原
）

松
竹　

支
・
フ
タ
エ	

（
三
井
砂
原
）

大
渡　

斉
・
喜
代
子	

（
三
井
砂
原
）

丸
山　

金
次
郎
・
喜
美
子	

（
持
田
五
丁
目
）

敬
老
模
範
家
庭
（
地
区
・
自
治
会
順
・
敬
称
略
）

忍
地
区

持
田
地
区

行
田
地
区

金
婚
夫
婦
（
自
治
会
順
・
敬
称
略
）

佐
間
地
区

敬 老 祝 賀 式 典
～表彰を受けた敬老模範家庭、三夫婦世帯、金婚夫婦を紹介します～

三
夫
婦
世
帯
（
地
区
・
自
治
会
順
・
敬
称
略
）

　9月17日、教育文化センター「みらい」文化ホールで、敬老祝賀式典が行われまし
た。敬老模範家庭９世帯、三夫婦世帯７世帯、金婚夫婦154組の方々が表彰され、工藤
市長から表彰状と記念品が手渡されました。
　ここでは、表彰を受けた皆さんを紹介します。
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松
岡　

利
光
・
愛
子 

（
第
一
斉
条
）

大
谷　

福
三
・
恭
子 

（
第
一
谷
郷
区
）

栁
川　

光
男
・
シ
ナ 

（
柳
坪
）

山
﨑　

誠
一
郎
・
惠
子 

（
第
二
谷
郷
新
田
）

小
林　

秀
好
・
正
子 

（
飯
倉
）

内
山　

純
吉
・
ト
メ 

（
春
日
）

新
井　

六
郎
・
す
み
子 
（
第
二
谷
郷
東
第
一
）

直
井　

清
安
・
昌 

（
第
二
谷
郷
東
第
二
）

中
島　
　

良
・
榮
子 
（
東
栄
）

佐
藤　

武
司
・
久
江 
（
東
栄
）

　

林　

源
二
・
ツ
ネ 

（
東
栄
）

田
中　

清
信
・
礼
智
子 

（
第
三
谷
郷
）

井
佐　

友
勝
・
春
江 

（
第
三
谷
郷
）

安
島　

啓
治
・
由
美
子 

（
東
台
）

小
林　

喬
・
千
代
子 

（
二
桜
）

時
田　

健
市
・
治
子 

（
富
士
見
中
央
）

橋
本　

健
一
・
喜
美
江 

（
富
士
見
東
部
）

井
桁　

淨
繼
・
利
江 

（
三
桜
北
部
）

坂
本　

春
男
・
タ
ツ
江 

（
富
士
見
北
部
）

平　

吉
男
・
マ
サ
コ 

（
富
士
見
北
部
）

小
玉　

富
喜
男
・
マ
ツ
子 

（
富
士
見
北
部
）

磯
井　

貞
夫
・
政
子 

（
富
士
見
北
部
）

大
澤　

恒
一
・
静
子 

（
林
区
）

平
野　

豊
・
良
子 

（
林
区
）

小
島　

元
治
・
久
子 

（
林
区
）

小
佐　

信
行
・
貞
子 

（
橋
場
）

関
田　

愼
・
弘
子 

（
中
斉
）

岩
嵜　

留
男
・
イ
チ 

（
中
斉
）

谷
嶋　

利
一
郎
・
千
代
子 

（
中
斉
）

橘　

一
郎
・
勝
代 

（
中
斉
）

金
子　

萠
一
・
千
代
子 

（
渡
柳
上
）

加
藤　

博
司
・
君
子 

（
利
田
）

山
本　

良
一
・
尚
代 

（
利
田
）

朝
見　

亘
・
操 

（
利
田
）

峯
川　

嘉
文
・
英
子 

（
上
池
守
）

和
田　

三
郎
・
和
子 

（
下
池
守
）

横
嶋　

幸
次
・
ム
ラ
子 

（
皿
尾
）

德
泉　

曻
・
春
江 

（
皿
尾
）

長
崎　

威
行
・　

子 

（
小
敷
田
）

清
水　

昭
・
全
子 

（
門
井
二
丁
目
）

武
藤　

房
雄
・
睦
子 

（
門
井
二
丁
目
）

谷
川　

健
二
郎
・
あ
か
ね 

（
第
三
門
井
）

及
川　

賢
・
勝
枝 

（
第
三
門
井
）

須
齋　

日
出
男
・
正
子 

（
第
三
門
井
）

代　

弘
志
・
文
子 

（
棚
田
町
）

五
十
嵐　

次
郎
・
玉
江 

（
西
新
町
）

山
田　

太
一
・
文
子 

（
壱
里
山
）

管
谷　

弥
平
・
み
つ 

（
壱
里
山
）

久
保　

陽
・
美
惠
子 

（
壱
里
山
）

齋
藤　

信
夫
・
文
子 

（
清
水
町
）

中
谷　

準
・
靜
江 

（
深
水
町
）

吉
沢　

義
雄
・
や
す
子 

（
下
忍
区
）

里
見　

八
郎
・
昌
子 

（
下
忍
区
）

岡
嵜　

正
男
・
節
子 

（
堤
根
区
）

後
藤　

憲
一
・
盈
子 

（
堤
根
区
）

上
村　

稔
・
一
枝 

（
堤
根
区
）

東
泉　

嘉
一
・
伊
津
子 

（
南
駒
形
）

大
山　

弘
・
千
枝
子 

（
中
斉
）

井
口　

政
士
・
和
子 

（
中
斉
）

青
木　

明
男
・
康
子 

（
中
斉
）

中
村　

幸
司
・
房
子 

（
満
願
）

細
谷　

昭
治
・
恒
子 

（
白
山
区
）

額
賀　

榮
・
文
子 

（
白
山
区
）

蛭
間　

昭
・
幸
子 

（
荒
木
第
一
区
）

國
島　

文
造
・
廣
子 

（
荒
木
第
二
区
）

小
林　

晴
・
か
づ 

（
荒
木
第
二
区
）

野
本　

儀
雄
・
松
江 

（
荒
木
第
二
区
）

野
本　

光
治
・
澄
子 

（
荒
木
第
二
区
）

岡
村　

光
庸
・
惠
己
子 

（
荒
木
第
三
区
）

北
岡　

孝
一
・
洋
子 

（
荒
木
第
四
区
）

野
本　

三
郎
・
よ　

子 

（
荒
木
第
四
区
）

三
島　

吉
造
・
照
子 

（
荒
木
第
七
区
）

　

本　

武
・
元
子 

（
上
地
区
）

神
田　

敬
助
・
文
子 
（
久
保
地
区
）

田
口　

善
一
郎
・
俊
子 
（
里
前
地
区
）

村
田　

光
男
・
芳
子 

（
天
袋
地
区
）

須
藤　

能
秀
・
貞
子 

（
酒
巻
上
地
区
）

鳥
塚　

六
郎
・
ひ
と　

 

（
富
士
山
東
）

多
田　

祐
啓
・
清
子 

（
富
士
山
西
）

小
山　

喜
右
・
澄
子 

（
下
埼
玉
）

坂
本　

幸
三
・
光
子 

（
野
宿
）

髙
橋　

寬
・
ト
シ
子 

（
野
原
）

冨
田　

哲
生
・
節
子 

（
野
上
手
）

小
﨑　

正
一
・
宮
子 

（
野
上
手
）

島
嵜　

孝
樹
・
照
江 

（
南
駒
形
）

清
水　

久
四
郎
・
京
子 

（
下
忍
団
地
）

石
井　

俊
夫
・
純
子 

（
藤
原
町
西
部
）

齋
藤　

登
・
ト
ミ 

（
藤
原
町
南
部
）

遠
藤　

重
雄
・
清
乃 

（
藤
原
町
中
央
）

加
藤　

照
男
・
チ
ヨ 

（
若
小
玉
勝
呂
）

金
子　

秀
雄
・
靜
江 

（
若
小
玉
六
本
木
）

齊
藤　

喜
代
治
・
ヨ
シ
イ 

（
若
小
玉
六
本
木
）

浅
見　

賢
治
・
和
慧 

　

（
下
須
戸
）

中
島　

寛
亮
・
秋
子 

（
下
須
戸
）

村
社　

光
男
・
登
久 

（
下
須
戸
）

町
田　

政
治
・
静
江 

（
下
須
戸
）

松
村　

利
夫
・
ふ
じ
子 

（
下
須
戸
）

門
井　

佐
一
・
マ
キ
子 

（
小
針
）

⻆
倉　

一
英
・
ト
ミ
子 

（
南
河
原
三
区
南
）

中
丸　

傳
治
・
八
重
子 

（
南
河
原
三
区
北
）

小
野
澤　

陌
三
・
照
江 

（
馬
見
塚
）

佐
野　

貞
繼
・
美
子 

（
中
江
袋
）

▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福
祉

　

担
当
（
内
線
２
７
８
）

荒
木
地
区

北
河
原
地
区

星
宮
地
区

太
井
地
区

長
野
地
区

埼
玉
地
区

下
忍
地
区

太
田
地
区

南
河
原
地
区

星
河
地
区

市内にお住まいの高齢者の
状況についてお知らせします

（10月１日現在)
最高年齢………【男性】106歳 
　　　　　　  【女性】104歳 

100歳以上……30人
（男性6人・女性24人）  

75歳以上…9,139人
（男性3,477人・女性5,662人）

65歳以上………19,730人
（男性8,673人・女性11,057人）

高齢化率 ………22.7%

Gyoda data

※希望者のみ掲載しています
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�35「市長への手紙」

意　見
　行田市を発展させるためにも、行
田の代名詞となるようなデパートや
ショッピングセンターなどを開発し
てほしい。

回　答
　現在のところ、大型ショッピングセ
ンターなどの誘致計画はありません
が、市では、活気と活力に満ちたに
ぎわいのあるまちづくりを目指して、
地域のまちづくり活動や観光資源な
どとの連携を図りながら、商業者組
織への支援などに努め、魅力と活力
のある商店街づくりを進めています。
　今後とも、行田らしさを生かしなが
ら、新しい発想のもと、「元気な行田」
の実現に向けて取り組んでいきます。

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより市長へご意見・ご提言などをいただいたもの
の中から、その一部を紹介するものです。 ▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

意　見
　女性相談の申し込みをしたとこ
ろ、予約でいっぱいであった。相談
体制の充実を図ってほしい。

回　答
　市では、女性が抱えるさまざまな
悩みについての相談業務を実施して
いますが、平成23年度より、平日お
休みを取れない方にも利用してもら
うため、新たに毎月第２・４土曜日を
相談日としました。
　専門の相談員１名で行っています
が、予約状況や相談ニーズを踏まえ
て、相談体制の充実を図っていきま
す。

意　見
　放射線量の測定結果を、市ホーム
ページだけでなく、公共施設で掲示
するなどして公表してもらいたい。

回　答
　市では、放射線量の測定結果を
市ホームページで随時公表し、市民
の皆さんの不安を解消するととも
に、安心で安全な生活環境を確保
することに努めていますが、ホーム
ページを閲覧できない方に対して、
市役所ロビーや地域公民館で測定
結果を公表しています。

副
市
長
に
山
﨑
明
弘
氏
が

新
た
に
就
任

山﨑　明弘 氏

　

山
﨑
明
弘
氏（
48
歳
）が
市
議
会
の

同
意
を
得
て
、
10
月
1
日
付
け
で
市

長
よ
り
副
市
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
﨑
氏
は
、
元
埼
玉
県
職
員
。
総

合
政
策
部
交
通
政
策
課
主
幹
、
秘
書

課
主
幹
、
企
画
財
政
部
改
革
推
進
課

副
課
長
、
東
京
事
務
所
副
所
長
な
ど

を
歴
任
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
事
課
人
事
給
与

　

担
当 

（
内
線
２
０
７
）

　　　　  に協力していただいた
市内８中学校に感謝状を贈呈

　９月10日・11日に開催された「関東Ｂ―１グランプリin行田」では、
市内の中学生が一丸となって会場内の清掃や来場者への案内などのボ
ランティア活動を行いました。これに対し９月22日、関東Ｂ―１グラ
ンプリin行田実行委員会では市内全中学校に感謝状を贈呈しました。
　代表受領した忍中学校の斉藤柊

しゅうと

人さんは、「当日大勢の来場者の方
から感謝やねぎらいの言葉をいただくなど、充実した２日間でした。
大変貴重な経験であり、このような機
会を与えていただいたことに感謝しま
す」とボランティアスタッフとして大
会に参加した感想を話していました。

▶問い合わせ　観光プロジェクト推進室
　B―１グランプリ担当（内線375）

ご参加ください
「 市 政 懇 談 会 」

　市民の皆さんの声を聴き、市政について
意見交換を行う「市政懇談会」に参加して
みませんか。
　この懇談会は、自治会長をはじめとする
各種団体の代表者の皆さんに呼びかけ、さ
らに公募の皆さんの参加もいただき、市長
が直接意見・提言を伺います。
　次の地区を対象に懇談会を開催しますの
で、ぜひご参加ください。

▶開催日時・場所
　

▶対　　象　該当地区在住の方
▶そ の 他　申し込み不要のため、直接会場
　にお越しください。
▶問い合わせ　　
　広報広聴課
　広報広聴担当 
 （内線318）

地　区 日　時 場　所

須　加 11月18日㈮
午後7時〜8時30分 須加公民館

荒　木 11月25日㈮
午後7時〜8時30分 荒木公民館



■2011.11.1  ■行田市役所／TEL556-1111

9

　行田市明るい選挙推進協議会と行田市選挙管理委員会が主催する「明るい選挙啓発ポスターコンクー
ル」に、小学生の部１０１点、中学生の部11点、合計１１２点の応募がありました。審査の結果、
次のとおり、小学生の部５点、中学生の部２点、合計７点が入選作品（金賞）として選ばれました。

▶期　　間　 平成24年1月19日（木）～31日（火）　
▶場　　所　 コミュニティセンターみずしろ
▶内　　容　 行田市、加須市、羽生市のポスターコン
　　　　　　 クール入選作品の展示
▶そ の 他　 初日は午後から、最終日は午前のみの展
　　　　　　 示となります。また、水曜日は休館です。

ポスター展示会

【小学生の部】
　「とうひょうじょ　ぼくらとせいじを　つなぐばしょ」　
　　泉小学校１年　森優太さん
　「ぱぱの一ぴょう　わたしのしょうらい。」　
　　太田西小学校２年　寺山瑠々花さん
　「ゆめ・きぼう　おとながえらぶ　わたしのみらい」　
　　桜ヶ丘小学校２年　石川歩夢さん
　「投票は　明るい日本の　エネルギー」　
　　桜ヶ丘小学校３年　五十嵐結実さん
　「みんな行こう　あなたの未来　あなたが決める」　
　　南河原小学校４年　関和美咲さん
　「その一票　未来が変わる　出発点」　
　　北河原小学校５年　吉田梨帆さん
　「まず出向き　参加してこそ　未来を築く」　
　　荒木小学校６年　佐藤絢音さん

【中学生の部】
　「選挙権　使っていかそう　明るい社会」　
　　長野中学校１年　斉藤敦さん
　「みんなで選ぼう　みんなの代表」　
　　長野中学校１年　横田薫乃さん
　「将来を　自分で決める　この一票」　
　　長野中学校１年　今江里奈さん
　「未来を動かす　あなたの一票。」　
　　長野中学校２年　柴﨑萌さん
　「一票で　未来の笑顔　つくりだそう」　
　　長野中学校２年　塚原恵さん
　「この国の　未来を握る　清き一票」　
　　西中学校２年　佐藤史康さん
　「あなたの一票で　政治が変わる　未来が変わる」
　忍中学校３年　倉澤華々里さん

　「その一票　明るい未来を　背負ってる」　
　　西中学校３年　柴田実央子さん
　「さあ投票　明日の未来に　その一票」　
　　西中学校３年　河田尚子さん

小
学
生
の
部 太田西小学校2年

田島明香里さん

太田西小学校5年
金井　楓さん

太田西小学校5年
田島明日香さん

東小学校6年
広瀬　道成さん

下忍小学校6年
大澤　駿斗さん

中
学
生
の
部

埼玉中学校1年
小田嶋瑞貴さん

埼玉中学校3年
柴崎　麻美さん

▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線219）

明るい選挙啓発ポスターと標語の入選作品を紹介します明るい選挙啓発ポスターと標語の入選作品を紹介します明るい選挙啓発ポスターと標語の入選作品を紹介します明るい選挙啓発ポスターと標語の入選作品を紹介します

　行田市明るい選挙推進協議会と行田市選挙管理委員会が「明るい選挙啓発標語」を募集したところ、
小学生の部６４８点、中学生の部８４１点、合計１,４８９点の応募がありました。審査の結果、次の
とおり、小学生の部７点、中学生の部９点、合計16点が入選作品として選ばれました。
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▶日　　時　11月18日（金）午前９時～午後４時
▶集合場所　郷土博物館
▶見学場所	 	【午前】	郷土博物館（学芸員による講話と展

示説明）、長野口ほか
	 【午後】佐間口、丸墓山古墳、石田堤ほか
▶定　　員　25人（先着順）
▶参 加 費　1,000円（昼食、保険料）
▶主　　催　行田市教育委員会
▶�申し込み・問い合わせ　11月1日（火）～16日（水）午
後５時に電話で文化財保護課文化財保護担当☎５５３
―３５８１

▶日　　時　11月20日（日）午後２時開演
▶場　　所　「みらい」文化ホール
▶内　　容　	【第１部】行田の歴史を知る映画の上映
　　　　　　	【第２部】金谷俊一郎さん（歴史コメンテー

ター）が不落の忍城の秘密や映画化で話題
の「のぼうの城」の主人公である「のぼう様」
こと成田長親の人物像など、「おもてなし」
をするうえで市民であればぜひ知っておき
たい歴史を分かりやすく解説する。

▶対　　象　	市内在住・在勤・在学の方、商業・観光事
業者、地域振興団体・行政関係者ほか※未
就学児の入場はご遠慮ください。

▶定　　員　	500人（応募者多数の場合は抽選）※市内
在住の方優先

▶入 場 料　無料
▶そ の 他　	入場には前日までに配布する入場整理券が

必要となります。
▶申し込み　	各地域公民館などで配布している申込書に

記入のうえ、11月15日（火）までに持参ま
たはＦＡＸで観光プロジェクト推進室【Ｆ
ＡＸ】５５０―１１７２

▶問い合わせ　	同推進室のぼうの城キャンペーン担当（内
線３７９）

▶日　　時　平成24年２月５日（日）午後２時開演
▶場　　所　「みらい」文化ホール
▶対　　象　小学生以上の方
▶定　　員　500人（先着順）
▶入 場 料　無料
▶�整理券配付日時・場所
　	12月9日（金）午前９時か
ら中央公民館および地域
公民館　※月曜日は休館
▶�問い合わせ　中央公民館
　☎５５６―２６４９

　４年前に利根川で生まれたサケが産卵のために
さかのぼる姿を「大堰自然の観察室」で観察し、遡上
したサケから卵をとる光景が楽しめます。
▶日　　時　	11月12日（土）午後0時30分～ 2時

30分　※小雨決行
▶場　　所　「大堰自然の観察室」付近
▶内　　容　①	サケの生態と利根大堰についての

説明会
　　　　　　②遡上・採卵観察会
　　　　　　③利根導水路事業概要パネル展示
　　　　　　④クイズ大会（景品あり）
　　　　　　⑤	行田産農産物やフライ、ゼリーフラ

イの販売
▶問い合わせ　	（独）水資源機構利根導水総合事業所

広報担当☎５５７―１５０１または
農政課農政担当（内線３８７）

昨年のサケの遡上・採卵観察会の様子

忍城水攻めゆかりの文化財をたずねて
～「のぼうの城」ゆかりの地をめぐるバス・ツアー～

「のぼうの城」を核とした行田市魅力アップ事業

行田市観光おもてなしセミナー

村野武範の「健康と旅」講演会

石田堤 丸墓山古墳
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　古代蓮の里を題材にした「俳句コン
テスト」と「写真コンテスト」の入賞作
品が決定しました。作品（俳句部門は
最優秀賞１句・特選10句、写真部門
は特選１点・入選10点・佳作15点）
は古代蓮会館で展示しています。
　なお、俳句の優秀作品集を商工観光
課および同館で配布しています。
▶展示期間　11月20日（日）まで
▶そ の 他　 古代蓮会館の入館には入館料（大人400円、小人

200円）が必要です。開館時間は午前９時～午
後４時30分（入館は午後４時まで）

▶入 賞 者（順不同・敬称略）
【俳　句】
最優秀賞　南雲秀子（所沢市）
特　　選　 新井森久（熊谷市）、磯田かずえ（群馬県高崎市）、

大塚美代子（東松山市）、岡田悠也（さいたま市）、
笠原正士（群馬県館林市）、加藤あい子（草加市）、
杉山榮（羽生市）、珍田千代子（群馬県安中市）、長
岡司泉（鴻巣市）、丸山博子（鳩ヶ谷市）

【写　真】
特　　選　田中三郎（小川町）
入　　選　 石井良承（東京都日野市）、石川栄一（越谷市）、伊

藤徹威（千葉県匝瑳市）、内野忠彦（さいたま市）、
柴田宏（戸田市）、長島善江（行田市）、早野由香（東
京都葛飾区）、原田源三郎（茨城県守谷市）、平澤悦
夫（久喜市）、宮地英敏（加須市）

佳　　作　 上島泰則（千葉県柏市）、及川庄一（小川町）、大熊
文也（久喜市）、大場金蔵（東京都江戸川区）、川邉
千代子（東京都品川区）、坂本徹（群馬県桐生市）、
鈴木清子（さいたま市）、野島芳明（東京都福生
市）、萩原武治（久喜市）、半田充右（行田市）、蛭川
隆市（熊谷市）、増田稔子（行田市）、吉川和美（川口
市）、吉田利夫(白岡町)、和木通（新座市）

▶問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課内・内線３８２）

秋季全国火災予防運動

　

今
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の
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。
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と
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。
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参
考　

一
般
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は
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当
た
り

３
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～
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円
で
す
（
工
事
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点
検
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意
を

　

点
検
と
称
し
て
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高
額
な
手
数
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を
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す
る
手
口
も
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い
ま
す
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用
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の
点
検
は
、
個
人
で
簡
単

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
業
者
が
点
検

を
す
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。

▼�

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
５
５
０―

２
１
２
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

�

設
置
し
ま
し
ょ
う

「消したはず　決めつけないで　もう一度」
　11月９日（水）から15日（火）までの７日間、
全国一斉に秋の火災予防運動が実施されます。
これは、火災が発生しやすい季節を迎えるに当
たり、皆さん一人ひとりに火災予防に対する認
識を深めていただき、尊い生命や大切な財産を
火災から守るための運動です。
　日ごろから、次の７つのポイント（３つの習
慣・４つの対策）を実践し、外出時や就寝前に
は、もう一度火の元を確かめ火災を発生させな
い、万一発生したときは、小さな被害で食い止
められるように心掛けてください。

『住宅防火��いのちを守る��７つのポイント』
　　　―３つの習慣・４つの対策―
３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置

で使用する。
○ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず

火を消す。
４つの対策
○ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を

設置する。
○ 寝具、衣類およびカーテンへの火災を防ぐた

めに、防炎品を使用する。
○ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火

器などを設置する。
○ お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣

近所の協力体制をつくる。
▶�問い合わせ　消防本部予防課

☎５５０―２１２１
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　市内における放射線量の状況を把握、監視するために放
射線量の測定を定期的に行っています。測定値については、
市ホームページや地域公民館でも公表しています（土・日
曜日、祝日を除く）。

放射線測定値（参考値）
・測定個所  行田消防署本署地内　・測定高  １メートル

測定日 測定時間 天　候 測定値
（マイクロシーベルト）

10月17日
午前９時 晴れ 0.11

午後３時 晴れ 0.10

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線２８２）

▶問い合わせ　 税務課市民税担当（内線２３１・
２３２）

　東日本大震災で住宅や家財などに損害を受けた方は、震災特例法の施行
により、平成22年分の所得税の全部または一部を軽減することができる場
合があります。
　行田税務署と税務課では、次のとおり雑損控除等の個別相談会を開催します。

開 催 月 日 開　催　場　所 開　催　時　間

11月21日（月） 商工センター 401研修室 ①午前10時〜正午
②午後１時30分〜 3時30分

11月25日（金） 商工センター 401研修室 ①午前10時〜正午
②午後１時30分〜 3時30分

▶ 持 ち 物　平成22年分または平成23年分で雑損控除を受けられる方
は、次の書類をご用意ください。

　(1) 被害を受けた資産、取得時期、取得価額が分かるもの（建物の請負契約
書など）

　(2) 被害を受けた家屋の取得価額が分からない場合は、その面積が分かる
もの（登記事項証明書など）

　(3) 被害を受けた資産の取り壊し費用、除去費用、修繕費用などが分かる
もの（請求書、領収書など）

　(4) 被害を受けたことにより受ける保険金などの金額が分かるもの（保険
金の支払通知書など）

　(5) 市町村から「り災証明書」の交付を受けている場合には、その証明書
　(6) 税金が還付となる場合に、還付金を受け取る申告者名義の預貯金の口

座番号などが分かるもの（預貯金通帳など）
　(7) 平成22年分所得税の確定申告書を提出していない方は、平成22年

分の所得金額や所得控除額の分かるもの
　　  ・ 所得の内容（事業所得・不動産所得のある方は収入金額、必要経費、

会社に勤めている方は、給与所得の源泉徴収票など）が分かるもの
　　  ・ 国民健康保険税、介護保険料などの支払額の分かるもの
　　  ・社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
　　  ・生命保険料、地震保険料などの支払証明書
　　  ・ 配偶者特別控除を受けられる方は、配偶者の収入の分かる書類
　(8) 平成22年分の所得税の確定申告書を提出した方は、平成22年分の

確定申告書の控え
　(9) 印鑑
　(10) その他（被害を受けた資産の写真があれば参考にお持ちください）
　※ 生計を一にする親族に所得金額が38万円以上の方がいる場合、その方につい

ても同様の書類が必要となります。
　※ 所得金額や損害金額が少ない場合は軽減などの対象とならない場合があります。

▶そ の 他　 行田税務署では、震災関係の相談を相談会開催日以外でも予
約制で受け付けていますので、問い合わせください。

▶問い合わせ　 同税務署☎556−2121または同課市民税担当（内線２３１・
２３２）

　市では、社会福祉協議会との連携により、東日本大震災の被災
者支援として市民の皆さんから義援金の募集をしています。義
援金は、９月30日現在で39,387,989円となり、日本赤十字社
に送付しました。また、義援金以外にも、市が設置した一時避難
所に避難した被災者などに対する食事や物資、住居の提供など、さ
まざまな形で市民の皆さんから温かいご支援をいただきました。
　市内には、現在も同震災により避難生活を続けている方がいま
す。皆さんのこれまでのご支援、ご協力に感謝しますとともに、今
後とも温かいご支援、ご協力をお願いします。
▶問い合わせ　福祉課社会福祉担当（内線２６７）

放射線量の測定を行っています

雑損控除等の個別相談会について

皆さんからの東日本大震災被災者に
対する支援に感謝します

皆さんからの東日本大震災被災者に
対する支援に感謝します

　平成23年分の確定申告から、公的年金
等の収入金額の合計額が400万円以下で
あり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の
所得金額が20万円以下である場合には、
所得税について確定申告書の提出は不要と
なりました。
　詳しくは、行田税務署に問い合わせくだ
さい。
▶問い合わせ　同税務署☎５５６―２１２１

～公的年金等に係る雑所得を
有する方の所得税の確定申告
� 不要制度の創設について～

税務署からのお知らせ

「彩の国」さいたま

埼 玉 県 行田市
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▶問い合わせ　税務課収納担当（内線２３６・２３７）

　１月１日～12月31日に納付した国民年金保険料は、所
得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の
対象となります。この社会保険料控除を受けるためには、支
払ったことを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、１月１日～９月30日の間に国民年金保険料を
納付した方については、「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」が10月下旬から11月上旬に日本年金機構から送
付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明
書（または領収書）を添付してください。また、10月１日～
12月31日の間に国民年金保険料を納付した方については、
平成24年１月下旬に送付されます。なお、家族の国民年金
保険料を納付した場合も、納付した本人の社会保険料控除の
申告に加えることができますので、家族あてに送られた控除
証明書を添付のうえ申告してください。
▶問い合わせ　熊谷年金事務所☎５２２―５１５８

固定資産税に係る土地家屋実地調査にご協力を
　市では現在、土地の現況調査や、新築・増築を対象
にした家屋調査業務を行っています。調査には、市職
員が２人１組で伺いますのでご協力をお願いします。
　なお、職員は身分証明書を携帯していますので、不
審に思う場合はご確認ください。

家屋を取り壊したら届け出を
　家屋を取り壊した場合には、「家屋取壊し届」を税
務課へ提出してください。また、登記してある建物
については、法務局で滅失登記の手続きを済ませて
ください。これらの手続きが行われず、税務課で確
認できない場合には、引き続き課税されてしまいま
すのでご注意ください。
　なお、「家屋取壊し届」の用紙は、税務課で配布する
ほか、市ホームページからダウンロードできますの
でご利用ください。
▶問い合わせ　 同課資産税担当（内線２３３・２３４）

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得とし
て所得税の課税対象とされています（障害年金・遺
族年金は課税されません）。課税対象となる受給者
の方には、毎年11月上旬までに日本年金機構から扶
養親族等申告書が送付されますので、12月１日の
提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金に係る
所得税の源泉徴収税額が決まります。提出を忘れる
と各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が
多くなる場合がありますのでご注意ください。なお、
年金以外に収入がある方は、確定申告が必要です。
○平成24年分「扶養親族等申告書」が送付される方
　65歳未満で年金額が108万円以上の方
　65歳以上で年金額が158万円以上の方
▶問い合わせ　熊谷年金事務所☎５２２―５１５８

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書は
年末調整・確定申告まで大切に保管を

埼玉県のマスコット
コバトン

　税金の滞納は、期限内に納税している方との公平を欠くも
のです。
　埼玉県・市町村では、集中的に滞納者への催告や財産の差
押えなどを行います。
　特別な事情があって納税できない場合は、ご相談ください。

税務課からのお知らせ

年金受給者の「扶養親族等申請書」は
期限までに提出しましょう 「彩の国」さいたま

埼 玉 県 行田市
埼玉県・市町村
個人住民税税収確保
対策協議会

埼玉県と県内全市町村から
お知らせです
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１１月は児童虐待防止推進月間です１１月は児童虐待防止推進月間です１１月は児童虐待防止推進月間です
　児童虐待は、子どもを温かく守り育てるべき親や親に代わる養育者が、子どもの心や体を傷つけ、健
やかな成長や人格の形成に重大な影響を与える行為であり、子どもに対する著しい人権侵害です。
　親が「しつけ」と思っている行為でも、現実に子どもの心や体が傷つく行為であれば、それは「虐待」
です。親の立場よりも、子どもの立場で判断することが大切です。

・身体的虐待
　殴る、ける、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけど

を負わせる、おぼれさせるなど。
・性的虐待
　性的行為の強要、性器や性交を見せる、ポルノグラ

フィの被写体にするなど。
・保護の怠慢、拒否（ネグレクト）
　家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にす

る、自動車の中に放置する、保護者以外の同居人に
よる虐待を放置するなど。

・心理的虐待
　言葉による脅し、無視、兄弟間差別的扱い、子どもの

目の前でドメスティック・バイオレンスを行うなど。

　虐待は家庭の中で起こっていることが多く、「虐待
ではないか」という視点や問題意識を持っていないと、
見過ごしてしまいます。家庭、地域、保育所などの集
団生活の場、保健機関、医療機関など、それぞれの機
関や日常の場面で、ちょっとしたサインを見逃さない
ことがとても大切です。

現在、子育て中の方へ
　次のようなことで悩んでいませんか。子育ての悩みを
一人で抱え込まず、相談窓口に相談してください。
・どうやって子育てしてよいか分からないで悩んでいる。
・子どもが言うことを聞かず、いつもイライラしている。
・つい、子どもをたたいたり、怒鳴ったりしてしまう。
・精神的、身体的に自分のことで精一杯で子育てができ
　ない。
・どうしても子どもがかわいく思えない。
・夫やパートナーの理解が得られない。

周りの皆さんへ
・子育て中の親が孤立しないよう、話し相手になった

り、あいさつや声掛けをしたりするなどして、見守
　ってあげましょう。
・気に掛かる親子がいたり、虐待かもしれないと思っ

たりしたときには、相談窓口にご連絡ください(秘
密は守ります)。

虐待を疑わせる状況
・殴る、けるなどの虐待行為そのものの目撃(親はし

つけのためだと言うこともある)。
・たたく音や叫び声などが毎晩のように聞こえる。

子どもの状況
・不自然な傷が多い（顔や腕、足にあざが多くある）。
・夜遅くまで外で遊んでいたり徘

はいかい

徊したりしている。
・夜間に何時間も外に出され、家に入れてもらえない。
・体、衣服が非常に不潔である。
・親が夜遅くまで帰らず、年齢の低い子供たちだけで
　夜を過ごしている。

親の状況
・地域の中で孤立しており、子どもに関する他者の意
　見に対して被害的、攻撃的になりやすい。
・子どもがけがや病気をしても医者に見せようとしない。
・酒を飲んで暴れることが多い。
・小さい子どもを置いたまま頻繁に外出している。
・子どもに体罰を加える。
・養育に拒否的であり、食事をきちんとさせないなど
　放置している。

　児童虐待は、家庭という密室の中で行われるために
発見されにくく、子どもは逃げたり自ら救いを求めた
りすることが困難です。
　児童虐待防止法では、すべての国民の義務として、
虐待を受けたと思われる子どもを発見したときは、児
童相談所などに連絡（通告）しなければならないと定め
られています。連絡（通告）は、子どもを守り、ひいて
は虐待してしまう親をも救うことになります。
　なお、子どもを守ることが優先されるため、守秘義
務違反にはなりません。また、連絡した人が誰か分か
らないように、秘密は守られます。
　周囲の人の温かいまなざしと実行が、子どもを虐待
から守ります。

子育て応援のために
○行田市子育て応援専用ダイヤル  ☎556－2011
○保健センター  ☎553－0053

虐待防止のために
○行田市虐待防止ホットライン
　☎0120－556－212
○児童相談所全国共通ダイヤル
　☎0570－064－000
○埼玉県休日夜間虐待通報ダイヤル　
　☎048－779－1154

▶問い合わせ　子育て支援課保育担当（内線263）

児童虐待の種類

見逃さないで、小さなサイン

発見のためのチェックポイント

まずは勇気を持って連絡を

相談窓口
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が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、家
庭
の
温
か
い
愛

情
の
も
と
で
過
ご
す
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

里
親
と
し
て
子
供
た
ち
の
親
代
わ
り
に
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

里
親
に
な
る
に
は

　

里
親
に
な
る
た
め
に
、
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
も
の
は
、
熱
意
と
豊
か

な
愛
情
、
子
育
て
に
対
す
る
深
い
理
解
、
心
身

の
健
康
、
そ
し
て
子
育
て
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境

で
す
。
所
定
の
研
修
を
受
講
後
、
一
定
の
手
続

き
を
経
た
う
え
で
、
県
知
事
が
里
親
と
し
て
認

定
し
、
登
録
し
ま
す
。

里
親
制
度
普
及
啓
発
用
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し

　

里
親
制
度
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
ビ
デ

オ
を
作
成
し
ま
し
た
。
制
度
の
解
説
の
ほ
か
、

里
親
に
よ
る
養
育
体
験
談
や
元
里
子
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

熊
谷
児
童
相
談
所
☎
５
２
１

　

―
４
１
５
２
ま
た
は
子
育
て
支
援
課
保
育
担

　

当
（
内
線
２
６
３
）

▼
対
象　

父
子
家
庭
の
父
、
母
子
家
庭
の
母
ま

　

た
は
父
母
の
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る

　

方
で
、
平
成
24
年
４
月
に
中
学
校
へ
就
学
す

る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
市
町
村
民
税
非
課

　

税
世
帯
の
方（
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
）

▼
支
給
額　

１
万
円　

▼
申
請
方
法　

子
育
て
支
援
課
で
配
布
し
て
い

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
振
り
込

み
金
融
機
関
が
証
明
で
き
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）
を
持
参
の
う
え
、
12
月
28
日
㈬
ま
で
に

同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
申
請
期
日
を
過
ぎ
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
子
育
て
支
援
担
当
（
内

線
２
６
２
）
ま
た
は
埼
玉
県
福
祉
部
少
子
政

策
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
３
３
７

▼
日
時　

12
月
10
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー
遊
戯
室　

▼
内
容　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
な
ど　

▼
対
象　

幼
児
以
上
の
方　

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

同
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
５
４―

５
７
０
６

▼
日
時　

12
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー
集
会
室　

▼
内
容　

部
屋
に
置
け
る
簡
単
な
お
正
月
飾
り

を
作
る　

▼
対
象　

幼
児
以
上
の
方　

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
５
４―

５
７
０
６

ご
存
じ
で
す
か　

里
親
制
度

埼
玉
県
ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学

支
度
金
支
給
制
度

児
童
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会

平成24年度
私立幼稚園入園児を募集します
　私立幼稚園は、それぞれの園において特色のある
保育内容と子どもの年齢に合わせたカリキュラムを
用意しています。市内の幼稚園に入園を希望される
方は、下記の幼稚園に直接問い合わせください。
　なお、未就園児を対象とした体験保育や園庭開放
なども行っており、見学も可能です。

▶願書受付　11月1日（火）から
　※案内は各園で配布しています

【２年保育】
　平成19年4月2日～20年4月1日生まれのお子さん
【３年保育】
　平成20年4月2日～21年4月1日生まれのお子さん
【４年保育】
　平成21年4月2日～22年4月1日生まれのお子さん
（４年保育の募集人数など詳細は各園に問い合わせ

ください）

※所得金額に応じて就園奨励費が支給され、保育料
などが減免される制度があります。詳細は平成24
年6月以降に幼稚園を通じてお知らせします。

※長時間保育や夏休み中の預かり保育などの制度も
あります。

▶問い合わせ　行田私立幼稚園連盟(ホザナ幼稚園)
☎555－2301

園名 住所 電話番号

老本幼稚園 旭町16ー38 553ー2771

行田幼稚園 富士見町2ー27ー5 554ー5169

富士見ヶ丘幼稚園 駒形1－9－7 556ー7494

ホザナ幼稚園 本丸11－20 555ー2301

まつたけ幼稚園 門井町2ー19ー9 554ー7348

南河原幼稚園 南河原777ー2 557ー0234

やごう幼稚園 谷郷2ー5ー1 554ー5752

やなぎ幼稚園 渡柳563ー3 559ー1001

お
正
月
飾
り
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う



▼
日
時　

11
月
15
日
㈫
～
28
日
㈪
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

▼
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
埼
玉
県
都
市

整
備
部
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム
課　

▼
内
容　

行
田
都
市
計
画
公
園
（
水
城
公
園
、

総
合
公
園
）
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

▼
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
園
担

当
☎
５
５
０―

１
５
５
０
ま
た
は
埼
玉
県
都

市
整
備
部
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

５
４
０
１

16

　

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
に｢

世
界
人
権
宣

言｣

を
採
択
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
記
念
し
て

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と

す
る
12
月
４
日
㈰
か
ら
10
日
㈯
ま
で
の
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
法
務
省
や
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
関
係
機
関
や
団
体
の
協
力
を
得
て

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
人
権
問
題
や
日
常
生
活
全
般
に
つ

い
て
の
相
談
所
を
毎
月
１
回
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
「
人
権
週
間
」
に
合
わ
せ
、
人
権
擁
護
委

員
全
員
（
８
人
）
に
よ
る
特
設
の
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
７
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

忍
・
行
田
公
民
館
第
１
Ａ
・
Ｂ
会
議

室
▼
相
談
機
関　

熊
谷
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
行

田
部
会

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
課
人
権
同
和
対
策

担
当
（
内
線
２
２
１
）

　

県
が
作
成
す
る
埼
玉
県
景
観
計
画
の
変
更
に

当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
た
め

の
公
聴
会
（
説
明
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
21
日
㈪
午
前
10
時

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
第
３
会
議
室

▼
内
容　

埼
玉
県
景
観
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
不
要
の
た
め
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

開
発
指
導
課
建
築
指
導
担
当

 

（
内
線
５
６
１
２
・
５
６
１
３
）ま
た
は
埼
玉

県
田
園
都
市
づ
く
り
課
☎
０
４
８―

８
３
０

―

５
３
６
７

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

ご
参
加
く
だ
さ
い 

埼
玉
県
景
観
計
画

の
変
更
に
関
す
る
公
聴
会
（
説
明
会
）

行
田
都
市
計
画
公
園（
水
城
公
園
、

総
合
公
園
）の
区
域
変
更
に
関
す
る

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

行田市文化ゾーン地区都市再生整備
計画の事後評価（原案）を公表します

女性をめぐる人権問題について、
電話相談を受け付けます

　さいたま地方法務局と埼玉県人権擁護委員連合会は、11
月14日（月）から20日（日）までを全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間と設定し、夫やパートナーからの暴力や
ストーカー行為など、女性をめぐるさまざまな人権問題につ
いて、専用電話による相談を受け付けます。

▶日　　時　11月14日（月）～20日（日）午前８時30分～午
後７時（19・20日は午前10時～午後５時）

▶相談担当者　法務局職員、埼玉県人権擁護委員連合会男女共
同参画社会推進委員

▶電話番号　☎0570―070―810（専用相談電話）
▶そ の 他　秘密は厳守します。
▶問い合わせ　同局人権擁護課☎048―859―3507

　市では、平成19年度から「行田市文化ゾーン地区都
市再生整備計画」に基づき、国の交付金を受けて事業を
行っています。今年度で５カ年の計画期間が終了するこ
とから、市では実施事業の検証および今後のまちづくり
方策を策定するため、事後評価を実施しています。
　このたび、次のとおり事後評価の原案を公表しますの
で、市民の皆さんの意見をお寄せください。

▶公表期間　11月１日（火）～16日（水）
▶公表場所　市ホームページ、まちづくり推進課、市政

情報コーナー
▶意見提出先　行田市文化ゾーン地区都市再生整備計

画の事後評価(原案)に対する意見（様式自由）を記入の
うえ、持参、郵送、Ｅメールのいずれかの方法で同課
に提出。【持参・郵送】〒361－0052 行田市本丸2
―20 行田市まちづくり推進課【Ｅメール】machi@
city.gyoda.lg.jp

なお、本計画で実施した事業および設定した指標は以下のとおりです。

  
整備概要図

詳細は市ホームページまたは公表場所に用意している資料をご覧ください。

▶問い合わせ　同課計画担当☎550－1550

▶実施事業
・南大通線道路改良工事
・市道5.1ー3号線道路改良工事
・市道6.2ー8号線照明灯等設置工事
・水城公園多目的広場整備
・文化財案内板・説明板設置
・文化財案内パンフレット作成

▶設定指標（従前値→目標値）
・市内循環バス利用客数
 （66,703人→70,000人）
・忍城時代まつり観光客入込数
 （25,000人→30,000人）
・アンケート満足度
 （39%→45%）



■2011.11.1  ■行田市役所／TEL556-1111

人事行政の運営状況を公表します
　市の人事行政の運営状況（給与公表に係る部分を除く）の概要を公表します。
　なお、詳細な内容については、市ホームページおよび市政情報コーナーで閲覧できます。

職員の任免および職員数に関する状況１

（１）職員の採用の状況（H22.４.１～H23.３.３１）
一　般
事務職

建　築
技術職

土　木
技術職

13人 1人

保育士

1人

消防職

3人 3人

教育職
（指導主事）

4人

市費負担
教職員

20人

計

45人

14人 10人 6人 23人 53人

その他（死亡、
免職、失職、任期付）勧奨退職定年退職 普通退職 計

職員の分限および懲戒処分の状況３
職員の福祉および利益の保護の状況６

勤務条件に関する措置の要求の状況 （H22.４.１～H23.３.３１）７

（１）分限処分の状況（H22.４.１～H23.３.３１）
　　　区　　　分
勤務成績が良くない場合
心身の故障の場合
職に必要な適格性を欠く場合
職制等の改廃等により過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合
条例で定める事由による場合

降任
－
－
－
－
－
－

免職
－
－
－
－
－
－

休職
－
2人
－
－
－
－

降給
－
－
－
－
－
－

　　　区　　　分
法令に違反した場合
職務上の義務に違反しまたは職務を怠った場合
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

戒告
－
－
－

減給
－
－
－

停職
3人
－
－

免職
－
－
－

職員の服務の状況 　４

職員の研修および勤務成績の評定の状況５

（２）懲戒処分の状況（H22.４.１～H23.３.３１）

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況２

（１）勤務時間の概要（標準的なもの）

１週間の勤務時間

38時間45分

開始時刻

午前8時30分

終了時刻

午後5時15分

休憩時間

正午～午後1時

（２）年次有給休暇の取得状況（一般職員）

平均取得日数

平成22年

7.2日

平成21年

6.8日

対前年増減

０.4日

（注）期間は各年１月１日から１２月３１日までの１年間です。

（２）勤務成績の評定の状況（H22.４.１～H23.３.３１）

対象職員

評定回数

活用方法

一般職（教育長、臨時･非常勤職員を除く）全職員

年1回

勤勉手当、昇給 

営利企業等従事の許可状況(H22.4.1～H23.3.31)

　  営利企業などの従事の内容

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする
会社その他の団体の役員等の地位を兼ねる場合

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

報酬を得て事業または事務に従事する場合

許可件数

－

－

56件

摘要

（３）病気休暇、介護休暇および組合休暇の取得状況（H22.４.１～H23.３.３１）

病気休暇

15人

介護休暇

－

組合休暇

－

（４）育児休業などの取得状況（H22.４.１～H23.３.３１）
休業の種類

休業者の内訳

取得者合計
 うち女性
 男性

9人 3人

9人 3人

4人

4人

1人

1人
ー ー ー ー

育児休業 部分休業

うち新規 うち新規
ー

ー

ー

ー
ー ー

育児短時間勤務

うち新規

（２）職員の退職の状況（H22.４.１～H23.３.３１）

（５）時間外勤務の状況（H22.４.１～H23.３.３１）

職員1人当たりの月平均時間外勤務時間数 5.9時間

（１）研修の状況（H22.４.１～H23.３.３１）

　     研修区分

一般研修（市単独）

一般研修（四市共同）
（行田･加須･羽生･鴻巣）

特別研修

自己啓発促進

派遣研修

研修内容･派遣先など（カッコ内は修了者数）

（１）健康診断の状況（H22.４.１～H23.３.３１） （２）公務災害の発生状況（H22.４.１～H23.３.３１）
区　分

定期健康診断

胃がん検診

大腸がん検診

受診者

４28人

  93人

119人

受診率

79.4％

17.3％

22.1％

区　分

公務災害

通勤災害

人数

－

－

不利益処分に関する不服申立ての状況 （H22.４.１～H23.３.３１）８

該当なし

該当なし

問い合わせ　人事課人事給与担当　（内線２０８）

・新規採用職員研修
・主 査 級 研修
・臨時職員研修

・初級職員研修
・上級職員研修
・監督者研修

・考課者研修
・クレーム研修
・人権問題研修
・男女共同参画研修
・倫 理 研 修

・通信教育講座

・自治 大 学 校
・自治人材開発センター
・防火管理講習

（ 36人）
（ 22人）
（ 33人）

（ 16人）
（ 11人）
（ 14人）

（ 47人）
（ 24人）
（130人）
（149人）
（ 25人）

（ 12人）

（  2人）
（140人）
（  4人）

・主 任 級 研修
・監督職員研修
　

・中級職員研修
・法制執務研修
　

・人事考課制度研修
・交通安全研修
・救急・応急処置研修
・メンタルヘルス研修
・行田の歴史研修

　

・市町村アカデミー
・民間企業派遣研修
・衛生推進者講習

（ 21人）
（ 46人）
　

（ 　9人）
（ 23人）
　

（658人）
（123人）
（157人）
（ 34人）
（ 80人）

　

（ 12人）
（  1人）
（  4人）

国勢調査
指導員

17
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類 似 団 体 43.7歳 335,966円 375,664円

人件費の状況（普通会計決算）１

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※経験年数とは、採用後の年数をいいます。
　　

※ （　　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

区　 分

22年度

人件費率
Ｂ/Ａ

19.5％

住民基本台帳人口
（平成22年度末）

85,719人 24,419,504

歳出額 Ａ

千円

  1,571,032

実質収支

千円

4,760,165

人件費 Ｂ

千円

職員給与費の状況２

※職員数および給与費は一般会計当初予算に計上された額であり、水道事業、下水道事業、
　国民健康保険事業などの特別会計に係るものは含みません。また、職員手当には退職手当を
　含みません。

※市の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数であり、現業職員を含みません。 
　標準的な職務内容とは、 それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示
　す指数です。類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を
　単純平均したものです。

市職員の給与などを公表します
　市では、市職員の給与・職員数について常にその適正化に努めていますが、このたび平均給料月額などを表に
まとめましたのでお知らせします。

区　分

23年度

職員数
Ａ

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

519人

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

給　　　与　　　費

2,026,750
千円

526,062
千円

786,911
千円

3,339,723
千円

6,435
千円

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成22年４月１日現在）

4

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、消防職、企業職、技能労務職、
　教育職のいずれの職種にも属さないすべての職員をいいます。
※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当、管理職手当の毎
　月決まって支給される各手当の総支給額を各職種区分の職員数で割った額を加えたものです。

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

43.0歳

44.1歳

41.9歳

平均給料月額

337,443円

355,552円

325,579円

平均給与月額

399,436円

403,778円

395,666円

① 一般行政職

職員の初任給の状況（平成23年４月１日現在）5

行政職の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）7

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）３

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

行田市

178,800円

144,500円

埼玉県

178,800円

144,500円

国

172,200円

140,100円

職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（平成23年４月１日現在）6

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

経験年数10年

264,986円

222,000円

経験年数15年

314,916円

277,200円

経験年数20年

366,400円

321,680円

期末手当・勤勉手当８

行田市

（22年度支給割合）
期末手当

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
・ 役職加算　5～20％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
・ 役職加算　　  5～20％
・ 管理職加算　10～25％

2.60 月分
（1.45 月分）

勤勉手当
1.35 月分
（0.65 月分）

（22年度支給割合）
期末手当
2.60 月分

（1.45 月分）

勤勉手当
1.35 月分

（0.65 月分）

国

退職手当（平成23年４月１日現在）９

行田市

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
23.50月分

33.50月分

勧奨・定年
30.55月分

41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
23.50月分

33.50月分

勧奨・定年
30.55月分

41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

国

類 似 団 体 48.9歳 292,932円 311,365円

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

52.3歳

53.5歳

49.3歳

平均給料月額

347,199円

365,484円

284,514円

平均給与月額

388,081円

405,527円

322,291円

② 技能労務職

区　分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

1級

主事
技師

56人

10.8％

2級

主事
技師

77人

14.8％

3級

主任

130人

25.0％

4級

主査

94人

18.1％

5級

主幹

84人

16.2％

6級

課長
副参事

46人

8.9％

7級

次長

17人

3.3％

8級
部長
参事
技監

15人

2.9％

計

519人

100.0％

105

100

95

90
行田市 類似団体平均 全国市平均

（H17）
94.9

（H22）
98.8 （H17）

97.0
（H22）
97.7

（H17）
97.6

（H22）
98.8
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※H19.7.1からH23.4.30までの間、給与の減額措置として、市長、副市長および教育長の給料の
　10％を減額しています｡

※県内で人口1万人当たりの職員数が最も少ない市は52.2人、最も多い市は114.3人となっており、
　行田市は最少市から数え14番目に位置しています。

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

区　　分
H22
職　員　数（人）

335

H23

339

対前年増減数
（人）

　4

182 174 　△8

517 513 　△4

38 39 　1

555

一般行政部門

特別行政部門（教育・消防）

普通会計の計

公営企業等会計部門
（水道・下水道・その他）

合　計 552 △3

特別職の報酬などの状況（平成23年４月１日現在）10

12

人口1万人当たりの職員数（平成23年４月１日現在）１１

区　　　分

市　　　長

給料月額など

933,000円（H19.7.1～H23.4.30  839,700円）
副　市　長 780,000円（H19.7.1～H23.4.30  702,000円）
教　育　長 702,000円（H19.7.1～H23.4.30  631,800円）

給　

料

　 （算定方法）
市　　　長 給料月額×在職月数×40/100
副　市　長 給料月額×在職月数×30/100
教　育　長 給料月額×在職月数×30/100

（支給時期）
任期毎
任期毎
任期毎

退
職
手
当

議　　　長 482,000円　
副　議　長　 429,000円　
議　　　員 407,000円　

報　

酬

市　　　長
（22年度支給割合）

副　市　長
3.85月分
3.85月分
3.85月分 （勤勉手当を含む）教　育　長

議　　　長
（22年度支給割合）

副　議　長　
　
3.65月分
　議　　　員

期
末
手
当

行田市 64.3人 70.3人県内市平均

部　　門

　問い合わせ　人事課人事給与担当（内線２０8）

　市では、市内を拠点に活動する市民公益活動を促進するた
め、さまざまな施策を実施しています。
　今後、さらに市民公益活動を促進するための新たな施策の
実施や活動支援の枠組みなどを検討していただくため、次の
とおり行田市市民公益活動推進委員会の委員を募集します。

▶募集委員
①公募市民選出委員（応募日現在、市民公益活動を行う

団体に所属していない方）
②市民公益活動団体関係者選出委員（行田市市民公益活

動登録団体に所属している方。ただし、同一の団体か
らは１人のみ）

▶応募資格　①、②とも市内在住・在勤・在学の満18歳
以上で、平日昼間の会議（年４回程度）に出席できる方。

　ただし、次の方は応募できません。
⑴応募日現在、すでに本市の審議会などの委員の職にある方
⑵市職員および市議会議員　　　　　
▶募集人数　①２人　②４人
▶任期　委嘱した日から２年
▶応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、

募集委員名（①または②）を明記のうえ、市民公益活動に
関する考え（400字程度）を記入した書類（様式自由）を
11月22日（火）までに持参、郵送、FAX、Ｅメールのい
ずれかの方法で提出してください。

【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸２―５ 行田市
生活課

【ＦＡＸ】556―3083
【Ｅメール】seikatsu@city.gyoda.lg.jp
▶選考方法　書類審査のうえ決定し、結果は全員にお知ら

せします。
▶問い合わせ　同課市民活動担当（内線251）

行田市市民公益活動推進委員会
の委員を募集します

祭り用品の整備で地域の
コミュニティづくり

ご存じですか
犯罪被害給付制度

　犯罪被害給付制度とは、故意の犯罪行為により、亡
くなられた被害者のご遺族の方や、障害あるいは重い
傷病を負われた被害者の方に対して、国が給付金を支
給する制度です。詳しくは、行田警察署まで問い合わ
せください。

▶問い合わせ　同署警務課☎553―0110

　上埼玉自治会（月俣了会長）では、（財）自治総合セン
ターが実施している平成23年度宝くじ助成を受けて、
太鼓、はんてんなどの祭り用品を整備しました。
　これは、同センターが地域住民の自主的なコミュニ
ティ活動の促進と自治意識を盛り上げることを目的に
助成を行っているもので、同会は今後、これらを使用
してコミュニティの活性化を図ります。

▶問い合わせ　生活課市民活動担当（内線251）
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い
　合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎550－2123
 ・埼玉県救急医療情報センター  ☎048－824－4199

◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓
　口につながります(携帯電話可)。
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　11月28日（月）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年8月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　12月13日（火）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年8月16日～31日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）
　受付日時　12月13日（火）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　12月13日（火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成23年6月15日～7月14日生まれのお

子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　12月6日（火）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　12月6日（火）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　12月6日（火）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

※いずれも場所は保健センター

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 11月20日（日） 壮幸会行田総合病院  12月  4日（日） 壮幸会行田総合病院

 11月23日（水） 行田中央総合病院  12月11日（日） 行田中央総合病院

 11月27日（日） 行田中央総合病院 　 　

大腸がん予防講座
 「たかが便秘でも…」〜快便が大腸を予防する〜

　便秘は腸内環境を悪化させ、がんの発生につながり
ます。便秘とがん、がんの予防方法、便秘薬の正しい
飲み方などについて講義していただきます。

場　　所　保健センター
定　　員　30人（先着順）
申込方法　12月９日(金)までに直接または電話で保健
　　　　　センター　

日時 内容 講師

12月14日（水）
午後1時30分～

３時30分

・医師講話
「便秘と大腸がん・便秘
  解消、予防の大切さ」
・便秘予防の生活　
  食生活と自分でできる  
  対処法

小林永治さん
(小林内科医院院長)

保健師

ご存じですか
行田市愛犬条例

　本市で愛犬条例が制定されているのをご存じですか。
この条例は、飼い主のマナー向上と、快適な生活環境
を確保することを目的としています。
　犬を飼育される方は、次のことをきちんと守り、住
みやすいまちを作りましょう。

①飼い犬が人に危害を加えたり、近隣に迷惑を掛けな
いように飼育しましょう。

②犬を放し飼いにしてはいけません。柵やおりなどに
入れるか、綱や鎖などで確実に係留しましょう。

③散歩の際は、ふんを処理するための道具を携帯し、
回収したふんは持ち帰りましょう。

　年１回の狂犬病予防注射を確実に受けましょう。こ
れは「狂犬病予防法」で決められています。まだ予防
接種を受けていない場合は、速やかにかかりつけの動
物病院などで接種を行い、狂犬病予防注射済票を保健
センターまで届け出てください(費用が550円掛かりま
す)。
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

お済みですか　大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診
　大腸がん検診、子宮頸がん検診および乳がん検診の受
診期間の終了が近づいています。
　まだ受診していない方は、この機会に受診しましょう。
なお、受診期間の終了間際は予約が殺到し、希望に沿え
ない場合があります。なるべく早い時期に予約をしてく
ださい。

大腸がん検診（個別）
▶受診締切日　12月10日(土)　
▶申込方法　直接、実施医療機関に予約してください。

子宮頸がん検診（個別）
▶受診締切日　11月30日(水)　
▶申込方法　直接、実施医療機関に予約してください。

乳がん検診
【集団】
▶検 診 日　11月15日(火)、11月30日(水)、12月26

日(月)
▶申込方法　保健センターにご連絡ください。
【個別】
▶受診締切日　11月30日(水)
▶申込方法　保健センターに電話した後、実施医療機関

に予約をしてください。
　
※本年度女性特有がん検診の無料クーポン券対象の方は、

検診日当日に必ずクーポン券をお持ちください。

福祉の店「きゃんばす」が
オープンしました

　市内の障害者団体や施設で販売しているパン、クッ
キー、アクセサリー、ポストカードなどを販売する福祉の
店「きゃんばす」が期間限定でオープンしました。ぜひ、
足を運んでみてください。

▶開設期間　12月20日（火）まで（水・木・日曜日、祝日
を除く）

▶開店時間　午前11時～午後３時
▶場　　所　コミュニティセンターみずしろ
▶運　　営　行田市福祉の店検討会議
▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線265・266）

 「認知症サポーター」は、認知症について正しく
理解し、認知症の方やその家族を見守り、支援する
応援者です(認知症の方の介護などに従事してもら
うわけではありません)。
　この応援者を一人でも増やし、認知症になっても
安心して暮らせるまちづくりを目的とした認知症サ
ポーター養成講座を開催します。次の日程で、都合
の良い日に受講してください。

認知症サポーター養成講座の
受講者を募集します

日　　時 場　　所 担当包括

11月16日（水）
午後1時30分

総合福祉会館
「やすらぎの里」

地域包括支援センター
緑風苑

11月25日（金）
午前10時 忍･行田公民館 地域包括支援センター

まきば園

11月29日（火）
午前10時

中央公民館
第１学習室
（「みらい」内）

地域包括支援センター
壮幸会

※受け付けは開始時間の30分前から、受講時間は約１時間30分

▶対　　象　認知症や高齢者の介護に関心のある方
▶参 加 費　無料
▶申し込み　各講座開催場所の担当包括支援センター

　　　　　に電話で申し込みください。
▶問い合わせ　
　地域包括支援センター緑風苑☎557－3611
　地域包括支援センターまきば園☎550－1777

地域包括支援センター壮幸会☎552－1123
　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線278）

内閣総理大臣名の書状を
贈呈します

　第２次世界大戦で、外地など(事変地の区域または戦地
の区域)に派遣され、戦時衛生勤務に従事した旧日本赤十
字社救護看護婦および旧陸海軍従軍看護婦の方(慰労給付
金受給者は除く)に対して、内閣総理大臣名の書状を贈呈
していますが、その請求期限が２年延長され、平成25年
３月31日までとなりました。
　該当する方またはその家族は、総務省大臣官房総務課管
理室業務担当までご連絡ください。

▶問い合わせ　同担当☎03―5253―5182
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室   11月22日㈫  ※次回12月27日㈫の予約は 
  12月1日㈭から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 コミュニティセンターみずしろ   11月21日㈪、12月5日㈪　　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   11月20日㈰、12月2日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  11月15日㈫・17日㈭・18日㈮・21日㈪・
  22日㈫・24日㈭・25日㈮・28日㈪・29日  
  ㈫、12月1日㈭・2日㈮・5日㈪・6日㈫・
  8日㈭・9日㈮・12日㈪・13日㈫・15日㈭　

  午前9時30分〜午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所   12月14日㈬　※予約制   午後1時〜4時50分

（受け付けは午後1時〜4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554ー2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  11月17日㈭・26日㈯ 
  12月1日㈭・10日㈯・15日㈭
  ※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます 

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   11月15日㈫・18日㈮・22日㈫・25日㈮・
  29日㈫、12月2日㈮・6日㈫・9日㈮・13日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   12月7日㈬　   午前10時〜午後3時 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   11月15日㈫　　   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   12月4日㈰　　　　 　　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   11月15日㈫・22日㈫・29日㈫　
  12月6日㈫・13日㈫　　   午後5時15分〜7時

談相種各 （11月15日〜12月15日）

　単独処理浄化槽やくみ取り便槽から合併処理浄化槽に転換す
る際、工事などにかかる資金の融資を店頭表示金利より優遇し
た利率で提供する「合併処理浄化槽転換応援ローン」が、埼玉
県と株式会社りそな銀行が締結した「環境分野における協力に
関する協定（平成22年6月2日締結）」に基づき開始されました。
　河川の汚れの原因の約７割は、一般家庭から排出される「生
活排水」です。し尿処理のみを対象とした単独処理浄化槽から、
台所や風呂などの生活排水すべてを処理する合併処理浄化槽に
転換することで、生活排水の汚れを約1/8に減らすことができ
ます。
　この機会に、河川の水質改善や快適な生活環境を作る合併処
理浄化槽に転換しましょう。

転換応援ローンの内容

＊当該ローンの詳細については、最寄りの埼玉りそな銀行の店舗に問い合わせください。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

埼玉県・株式会社埼玉りそな銀行
合併処理浄化槽転換応援ローンが開始されました。

　県では、地球温暖化防止と大気環境改善のため、環
境にやさしい自動車の運転方法であるエコドライブの
普及を推進しています。
　エコドライブは二酸化炭素の削減、燃料費節約、安
全運転に大変効果的です。
　ぜひ、エコドライブを習慣にしてください。

▶エコドライブの方法
・ふんわりアクセル…発進時はアクセルを緩やかに踏

みましょう。
・加減速の少ない運転…車間距離を保ち、流れに乗っ

たら、アクセルの踏み方は一定にしましょう。
・早めのアクセルオフ…前方の信号をよく見ながら、

停止時はエンジンブレーキを効かせましょう。
・アイドリングストップ…待

ち合わせや荷物の積み降ろ
し時など長く停車する時は、
エンジンを切りましょう。

▶問い合わせ　埼玉県環境部大
気環境課☎048―830―30

　64

燃やせるごみの直接搬入を一時中止します
　小針クリーンセンターでは、11月14日(月)から
25日(金)まで、焼却施設の補修を実施します。この
期間は、燃やせるごみの直接搬入はできませんので、
ご注意ください。

▶問い合わせ　彩北広域清掃組合☎559―3641

対  象 本市に合併処理浄化槽の転換補助申請をすでにされた方、ま
たは、申請を予定している方

資 金 使 途 ・合併処理浄化槽転換に係る工事資金
・当該工事に伴う住宅増築または修繕資金

融 資 金 額 10万円以上300万円以内（1万円単位）

融 資 期 間 1年以上10年以内（1年単位）

利　　 率 

【変動金利の場合】
りそなリフォームローン ( 無担保型 ) 店頭表示金利より年
1.50％優遇

【固定金利選択型の場合】
りそなリフォームローン ( 無担保型 ) 各特約期間の店頭表示
金利より年 1.50％優遇

担 保・保 証 無担保・保証人不要
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
11月1日㈫・7日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・
30日㈬、12月5日㈪・12日㈪　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　ブレーメンの音楽隊（23分）、6人のごうけつ
　　　　　 （23分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

▶日　　時　12月4日(日)午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　クリスマスの鐘  ほか（計30分）、まめうしくん

（30分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します。
▶日　　時　11月22日（火）、12月6日（火）午後１時受付
　　　　　　開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

▶日　　時　11月15日(火)午後１時30分～３時30分
▶場　　所　中央公民館第1学習室（「みらい」内）
▶定　　員　80人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶協　　力　行田朗読の会
▶そ の 他　事前申し込みが必要

・笑い三年、泣き三月。（木内昇）
・ヒポクラテスのため息（福田和代）
・流される（小林信彦）
・ガンジーさん（長谷川義史）
・おさるのジョージ アイスクリームだいすき（Ｍ.レイ、Ｈ.
　Ａ.レイ原作）
・レオとノエ（鈴木光司／文、アレックス・サンダー／絵）

▶日　　時　11月16日（水）午前10時30分～11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　2、3歳児と保護者
　
▶日　　時　11月26日（土）午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児　　
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　12月3日（土）午後2時　
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしの会　

▶日　　時　12月10日（土）午後2時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしポケット　　

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　12月9日（金）午後2時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

▶日　　時　11月19日(土)午後２時

定例子ども映画会

新着図書新着図書

移動図書館巡回日程

12
月
7
日
（水）

北
小

12
月
8
日
（木）

泉
小

11
月
15
日
（火）

太
田
西
小

11
月
17
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

11
月
16
日
（水）

星
宮
小

11
月
18
日
（金）

太
田
東
小

11
月
22
日
（火）

荒
木
小

11
月
25
日
（金）

南
河
原
小

11
月
29
日
（火）

須
加
小

12
月
6
日
（火）

北
河
原
小

12
月
1
日
（木）

埼
玉
小

11
月
30
日
（水）

12
月
15
日
（木）

12
月
13
日
（火）

12
月
2
日
（金）

12
月
14
日
（水）

12
月
9
日
（金）

※変更となる場合があります

おはなし会

ブックスタート

不
用
品
情
報

読み語りの会

クリスマス映画会

大人のための朗読会
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家の中で眠っているお宝を出張鑑定

　10月８日、総合公園で第14回「行田のまちをゴシゴシ、
みんなでクリーンなまちづくり」清掃活動が行われました。
　集まった329人のボランティアは、ごみ袋を片手に、ドン
グリや色付いた落ち葉などの秋の風物に癒されながら、総合
公園内の清掃活動を行いました。自然豊かな総合公園は、こ
の活動でよりいっそう愛着がわく公園となったことでしょう。

　９月19日、産業文化会館で「2011交通安全フェアin
行田～高齢者死亡事故ゼロ決起集会～」が行われました。
　秋の全国交通安全運動に先立ち開催されたこの集会で
は、「子どもと高齢者の交通事故防止」や「夕暮れ時と夜
間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止」などを重点
目標に掲げ、思いやりのある運転をすることや夕暮れ時
に明るい服を着て歩行することなどで交通事故を防ぐこ
とができることを紹介。そして、集会の最後を飾ったパ
レードでは、吹奏楽の演奏を披露した進修館高校の代表
生徒を乗せたオープンカーを先頭に、市民に対して交通
安全への意識をさらに高めるよう訴えかけていました。

緑溢れるきれいな公園へ

交通安全の願いを込めて

工場跡がすてきな会場に

　９月24・25日の２日間、工芸作家たちが手作りの
作品を展示販売する「クリエイターズ フェスタ」が、
藍
あい

染体験工房牧禎舎縫製工場跡で開催されました。
　この催しは、陶芸や藍染めなどさまざま工芸作品を
展示し、現在失われつつある日本の手仕事の良さを知っ
てもらおうと開催されたもの。会場内には、ステージも
設けられ、雅楽やオカリナ演奏などが披露されました。
　来場者は、風情ある建物に展示された個性豊かな作
品を興味深く見ていました。

　10月10日、産業文化会館ホールでなんでも鑑定団「出
張！なんでも鑑定 in 行田」の公開収録が行われました。
　目利きの鑑定員が、家の中で眠っていたお宝を鑑定す
る人気コーナーに、６人の方が挑戦。持参した掛け軸や
書など、さまざまなお宝を鑑定してもらっている間、挑戦
者は緊張と期待が入り交じった表情を見せていました。
自分の予想より高額な鑑定額が発表された時は、観客か
ら大きなどよめきや歓声がわき上がるなど、会場は終始
盛り上がりを見せていました。
　なお、この模様は11月8日（火）午後8時54分よりテレ
ビ東京で放送される予定です。ぜひ、ご覧ください。
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夢を持つ大切さを実感

より速い現場到着が可能に

　９月27日、東小学校で日本サッカー協会による「夢の教室」
が行われました。
　５年生を対象に行われたこの教室の「夢先生」を務めたのは、
Ｊリーグ浦和レッドダイヤモンズでプレーした経験を持つ斎
藤豪

ひで

人
と

さん。フラフープを使って、相手を思いやる心をはぐ
くむことを目的としたゲームを行ったり、夢先生の体験談を
もとに、夢を持つことや努力することの大切さなどを児童と
話し合ったりしました。授業の最後には、自分の夢を「夢シー
ト」に記入し、「プロ野球選手になりたい」などそれぞれの夢
を元気いっぱい発表していました。

　消防や救急部隊の効率的な運用および迅速な活動を目指し、
熊谷市と行田市が共同で火災や救急などの緊急情報を受信す
る、消防通信指令センターの運用が10月１日から始まりました。
　運用開始に伴い、「熊谷市・行田市消防通信指令事務協議会」
発足式が熊谷市消防本部で行われ、富岡熊谷市長や工藤市長を
はじめ、両市から多くの議員や関係者が参加しました。また、
共同運用する高機能消防指令システムの説明が行われ、参加者
は最新の機能を有したシステムの説明に耳を傾けていました。
　現在より１、２分早く出動できることから、緊急時の速やか
な現場到着が可能となり、市民の安心・安全に大きく貢献する
ことが期待されます。

　愛情と責任を持って飼い犬を育て、適切に「しつけ」を
行うことを目的に施行された行田市愛犬条例。
　今年で３年目を迎える愛犬条例のさらなる普及啓発を目
的に、９月30日、彩の国動物愛護推進員をはじめとする関
係者がＰＲ活動を行いました。
　市内各所を歩きながら、犬の散歩をしている方に、啓発
メッセージを添えた散歩用エチケット袋などを配布し、愛
犬条例のＰＲと飼い主のマナー向上を呼び掛けていました。

　９月18日、産業文化会館南側芝生広場で第10回
行田軽トラ朝市が開催されました。
　これは、新鮮な農産物を手にとってもらおうと、
地産地消の一環として行われている催しです。軽ト
ラックの荷台には、イチジクやナシ、サツマイモな
ど秋の味覚をはじめ、シイタケやナスなどのさまざ
まな農産物や花が並び、訪れた人は料理方法やお薦
めの物を聞くなど、生産者との心の通った買い物を
満喫していました。

愛情を持って飼い犬を育てましょう

心の通った買い物を満喫
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江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
盛
ん
だ
っ
た
行

田
の
藍あ

い

染
め
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
体
験
型
観
光
ス

ポ
ッ
ト
「
藍
染
体
験
工
房
『
牧
禎
舎
』」。
そ
の
館
長
を

務
め
る
の
が
、
今
月
紹
介
す
る
永
沼
督
一
郎
さ
ん
で
す
。

　

永
沼
さ
ん
が
少
年
時
代
の
行
田
は
、
足
袋
の
生
産
量

が
日
本
一
で
あ
り
、
そ
の
素
材
で
あ
る
綿
糸
を
藍
染
め

す
る
紺こ

う

屋や

も
数
多
く
存
在
し
、
ま
ち
は
活
気
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
永
沼
さ
ん
の
父
親
も
紺
屋
を
営
み
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
藍
染
め
製
品
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
意

外
に
も
藍
染
め
を
初
め
て
体
験
し
た
の
は
、
定
年
退
職

し
た
後
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
仕
事
で
藍
染
工
場
を
見
学

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
市
内
の
染
色
家
で
あ
る
熊

井
貞
夫
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
永
沼
さ
ん
。
熊
井

さ
ん
か
ら
「
時
間
が
あ
る
な
ら
藍
染
め
を
や
ろ
う
」
と

誘
わ
れ
、
藍
染
め
が
で
き
る
状
態
に
す
る
「
藍
を
建
て

る
」
と
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

素
人
の
永
沼
さ
ん
に
と
っ
て
、
藍
建
て
作
業
は
困
難

を
極
め
ま
し
た
。
藍
染
め
の
染
料
で
あ
る
固
形
「
す

く
も
」
を
、
水
溶
性
の
染
料
に
還
元
・
発
酵
さ
せ
、
そ

れ
を
入
れ
た
藍あ

い

甕か
め

に
、
水
・
砂
糖
・
石
灰
な
ど
を
混
ぜ
、

2
週
間
か
き
回
し
続
け
、
藍
を
発
酵
さ
せ
る
と
い
っ
た

作
業
を
手
間
暇
掛
け
て
行
っ
て
も
、
美
し
い
藍
色
に
染

ま
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
っ
た
く
染
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。
悪
戦
苦
闘
す
る
永
沼
さ
ん
の
姿
を
見
た
人
か

ら
「
何
で
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
」
と
い
う
声

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、「
こ
の
伝
統
工
芸
を

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
何

度
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
年
後
に
納
得
い
く
藍
が
つ
い

に
完
成
。
61
歳
の
時
に
、
熊
井
さ
ん
宅
の
敷
地
内
に
あ

る
足
袋
蔵
を
利
用
し
、
気
軽
に
藍
染
め
体
験
が
で
き
る

「
藍
染
体
験
の
館
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
多
く

の
観
光
客
を
集
め
た
藍
染
体
験
の
館
で
し
た
が
、
永

沼
さ
ん
が
67
歳
の
時
に
体
調
を
崩
し
た
こ
と
で
閉
館

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

２
年
間
療
養
し
、
体
調
が
回
復
し
た
永
沼
さ
ん
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

「
伝
統
工
芸
で
あ
る
藍
染
め
を
気
軽
に
楽
し
め
る
施
設

を
作
り
た
い
の
で
、
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依

頼
が
舞
い
込
み
ま
す
。
こ
の
依
頼
を
快
く
引
き
受
け
た

永
沼
さ
ん
で
し
た
が
、「
２
年
間
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た

か
ら
、
藍
建
て
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た
よ
。
で
も
、
こ

こ
で
初
め
て
藍
建
て
で
き
た
時
は
感
激
し
た
ね
」
と
振

り
返
り
ま
す
。
平
成
22
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
１
年

半
が
経
過
し
た
牧
禎
舎
。
観
光
客
が
、
自
分
で
染
め
た

作
品
を
見
た
瞬
間
の
驚
き
の
声
を
聞
く
と
永
沼
さ
ん
は

や
り
が
い
を
感
じ
、
ま
す
ま
す
元
気
に
な
る
そ
う
で
す
。

「
こ
の
伝
統
工
芸
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
助
け
に

な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
後
継
者
も
育
て
な
き
ゃ
ね
」

と
生
き
生
き
と
語
る
永
沼
さ
ん
か
ら
は
「
藍
」
へ
の
愛

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

	

忍	

岡
田　
　

修

青
田
暮
れ
夕
づ
つ
生
ま
る
母
郷
か
な

	

佐
間	

藤
田　

久
仁

揚
羽
蝶
小
さ
き
暮
し
の
中
に
入
る

	

荒
木	

小
林　

康
男

赤
い
羽
根
新
大
関
も
募
金
箱

	

荒
木	

髙
澤
よ
ね
子

抽ぬ
き

ん
づ
る
鉄
砲
百
合
の
白
深
し

	

荒
木	

国
島　

初
江

き
の
ふ
今
日
元
気
に
感
謝
敬
老
日

	

門
井	

宮
田　

淑と
し

尚な
お

満
月
や
つ
く
づ
く
丸
き
妻
の
顔

	

埼
玉	

武
笠　

文
子

葉
の
闇
に
あ
さ
が
お
映
え
て
競
い
あ
い

	

埼
玉	

杉
山　

典
子

花
々
も
色
を
重
ね
て
秋
涼
し

	

持
田	

丸
山　

麟
一

群
れ
て
来
て
何い
ず
こ処

へ
行
く
か
秋
あ
か
ね

	

斎
条	

中
村　

英
子

昼
さ
が
り
せ
み
の
合
唱
う
ら
山
で

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

桜
町	

吉
岡　

守
子

運
動
会
空
に
ぽ
っ
か
り
白
い
雲

	

城
南	

町
田
ツ
ギ
子

鰯い
わ
し
ぐ
も雲
見
上
げ
る
年
に
な
り
に
け
り

	

佐
間	

須
永　

節
子

新
涼
や
待
合
室
の
小
座
布
団

	

持
田	

伊
藤　

洋
子

鈴
虫
や
万
葉
の
世
も
唄
い
し
か

	

持
田	

田
子　

敏
枝

ま
つ
げ
つ
け
似
顔
絵
と
ど
く
敬
老
日

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『たびのまち』（藍染）
大谷　美咲（下池守）

私
の
作
品

私
の
作
品

「
藍
」
に
愛
を
注
ぐ
第
二
の
人
生

永
沼　

督と
く
い
ち
ろ
う

一
郎 

さ
ん
（
72
歳･

白
川
戸
）



鷲
尾　

香か

ほ歩
ち
ゃ
ん（
富
士
見
町
）

父
・
譲
さ
ん　

母
・
香
苗
さ
ん

平
成
22
年
11
月
18
日
生
ま
れ

「
素
直
で
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
」

岡
本　

爽さ

ら良
ち
ゃ
ん（
荒
木
）

父
・
龍
治
郎
さ
ん　

母
・
か
お
り
さ
ん

平
成
22
年
11
月
10
日
生
ま
れ

「
元
気
い
っ
ぱ
い
明
る
い
笑
顔
♡
」
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何
気
な
い

日
常
の
風
景

を
自
分
の
視

点
で
写
し
出

す
こ
と
の
で

き
る
写
真
。

そ
れ
だ
け
に

写
真
の
世
界

は
奥
が
深
く
、

同
じ
被
写
体

を
撮
影
し
て

も
、
出
来
上

が
っ
た
作
品

は
撮
る
人

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
表
情
を
見
せ
ま
す
。

そ
ん
な
写
真
に
魅
了
さ
れ
、
楽
し
ん
で
活
動
し

て
い
る
の
が
、
今
回
紹
介
す
る
「
年
金
受
給
者

協
会　

写
真
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、「
退
職
し
た
後
も
、
写
真
を

通
し
て
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
写
真
が
大
好
き
な
13

人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
平
成
20
年
に
発
足

し
ま
し
た
。
毎
月
第
１
日
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
か
ら
４
時
ま
で
行
わ
れ
る
定
例
会
に
向
け
て
、

日
ご
ろ
の
写
真
撮
影
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

定
例
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
撮
っ

た
写
真
を
お
互
い
に
見
せ
合
い
、
撮
影
し
た
場

所
や
、
そ
の
写
真
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
す
。
最
初
は
、
期

待
と
不
安
が
入
り
交
じ
っ
た
よ
う
な
表
情
で
写

真
を
紹
介
し
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
質
問
や

意
見
が
飛
び
交
い
始
め
る
と
、
自
分
の
作
品
に

つ
い
て
熱
い
思
い
を
語
り
ま
す
。
世
間
話
を
交

え
な
が
ら
和
や
か
に
行
わ
れ
る
こ
の
定
例
会
は
、

「
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
作
品
か

ら
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。

何
よ
り
仲
間
の
見
た
景
色
を
共
有
で
き
る
こ
と

が
と
て
も
楽
し
い
」
と
皆
さ
ん
に
と
っ
て
有
意

義
な
時
間
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
12
月
に
開
催
す
る
初
の
展
示
会
に

向
け
て
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
日
々
写
真
撮
影
に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
一
度
行
わ

れ
る
撮
影
親し

ん
ぼ
く睦

旅
行
も
楽
し
み
の
一
つ
。
作
品

の
質
の
向
上
と
と
も
に
、
仲
間
と
の
き
ず
な
も

深
ま
る
そ
う
で
す
。

　
「
ま
ず
は
自
分
の
写
真
に
自
信
を
持
ち
、
楽

し
ん
で
撮
影
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
撮
影
技

術
は
後
か
ら
つ
い
て
き
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
む

皆
さ
ん
。
カ
メ
ラ
を
片
手
に
、
市
内
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
市
外
へ
も
積
極
的
に
足
を
運
び
、
写

真
撮
影
に
い
そ
し
む
皆
さ
ん
は
、
今
日
も
ど
こ

か
で
自
分
の
世
界
観
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

川
崎
☎
０
９
０―

２
５
６
３

―

７
６
６
５

敷
地　

琉る

い生
ち
ゃ
ん（
桜
町
）

父
・
竹
宗
さ
ん　

母
・
真
依
さ
ん

平
成
22
年
11
月
１
日
生
ま
れ

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
☆
」

坂
巻　

心み

ゆ結
ち
ゃ
ん（
斎
条
）

父
・
大
和
さ
ん　

母
・
好
美
さ
ん

平
成
22
年
11
月
26
日
生
ま
れ

「
元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
♡
」

菅
田　

遥は
る
か華

ち
ゃ
ん（
城
西
）

父
・
康
幸
さ
ん　

母
・
久
美
子
さ
ん

平
成
22
年
11
月
３
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
の
笑
顔
を
大
切
に
ね
♡
」

年金受給者協会  写真クラブ
～それぞれの視点で切り取る世界～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○11月1日(火)〜30日(水)までに電話
またはＥメールで広報広
聴課広報広聴担当(内線
318) ※応募要領は市ホー
ムページをご覧ください。

○応募者多数の場合は、12月5日(月)
午前11時から市役所203会議室で公開
抽選を行います。

平成23年1月生まれの
お子さんを募集します
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広告

▼
日
時　

11
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分
（
完
売
次
第
終
了
） 

▼
場
所　

北
本
総
合
公
園
（
北
本
市

古
市
場
１―

１
６
７
） 

▼
内
容　

行

田
フ
ラ
イ
・
行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
を

は
じ
め
、
県
内
外
の
各
地
域
自
慢
の

ご
当
地
グ
ル
メ
37
品
目
が
大
集
合
し

ま
す
。
ま
た
会
場
で
は
、
埼
玉
県
産

の
観
光
物
産
品
や
行
田
の
名
産
品
な

ど
も
販
売
し
ま
す
。 

▼
そ
の
他 

駐
車
場
は
閉
鎖
さ
れ
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
産

業
労
働
部
観
光
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
９
５
５

▼
日
時　

12
月
３
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時　

▼
場
所　

鴻
巣
市

文
化
セ
ン
タ
ー「
ク
レ
ア
こ
う
の
す
」

（
鴻
巣
市
中
央
29―

１
） 

▼
内
容 

舞
台
発
表
、
作
品
展
示
、
啓
発
資
料

展
示
、
ビ
デ
オ
放
映
、
人
権
相
談
、

中
村
敦
夫
さ
ん
（
俳
優
）
に
よ
る
講

演
会
、
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
さ

ん
（
数
学
者
・
大
道
芸
人
）
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど　

▼
入
場
無

料　

▼
主
催　

埼
玉
県　

▼
問
い
合

わ
せ　

埼
玉
県
県
民
生
活
部
人
権

推
進
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

２
２
５
８

▼
日
時　

12
月
10
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時　

▼
場
所　

総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
中
庭
※

雨
天
の
場
合
は
第
一
研
修
室　

▼
対

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
、

幼
児
ま
た
は
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
※
祖
父
母
と
孫
の
組
み
合
わ
せ

で
も
可　

▼
定
員　

50
人
（
先
着

順
） 

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険

料
含
む
） 

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

11
月
28
日
㈪
か
ら
直
接
ま
た

は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

12
月
８
日
㈭
～
11
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
11
日
は
午
後

３
時
ま
で
） 

▼
場
所　

熊
谷
市
ス

ポ
ー
ツ
文
化
公
園
彩
の
国
く
ま
が
や

ド
ー
ム
体
育
館
（
熊
谷
市
上
川
上

３
０
０
） 

▼
内
容　

絵
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真
の
作
品
展
示　

▼

主
催　

埼
玉
県
北
美
術
家
協
会
、
熊

谷
市
、
熊
谷
市
教
育
委
員
会　

▼
後

援　

埼
玉
県
、埼
玉
県
教
育
委
員
会
、

埼
玉
県
美
術
家
協
会　

▼
協
賛　

朝

日
新
聞
社
、
埼
玉
新
聞
社
、
産
経
新

聞
社
、
東
京
新
聞
、
毎
日
新
聞
社
、

読
売
新
聞
社　

▼
問
い
合
わ
せ　

第

54
回
県
北
美
術
展
実
行
委
員
会
事
務

局
（
熊
谷
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
内
）
☎
５
２
４―

１
１
１
１

▼
日
時　

12
月
４
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　
「
明
日
が
あ
る
さ
」、

「
時
代
」、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
ほ

か　

▼
入
場
無
料　

▼
そ
の
他　

団

員
募
集
中　

▼
問
い
合
わ
せ　

長
島

邦
明
☎
５
５
４―

９
８
０
０

▼
日
時　

12
月
18
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

羽
生
市
産
業

文
化
ホ
ー
ル
（
羽
生
市
下
羽
生

８
７
６
） 

▼
出
演　

増
田
和
典
さ
ん

（
指
揮
）、
増
田
の
り
子
さ
ん
（
ソ
プ

ラ
ノ
）、小
泉
詠
子
さ
ん
（
ア
ル
ト
）、

岡
本
泰
寛
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）、
北

川
辰
彦
さ
ん
（
バ
ス
）、
東
京
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
、
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
合
唱
団 

▼
入
場
料　
【
前
売
り
】
３
千
円
（
指

定
席
）
２
千
５
０
０
円
（
自
由
席
）、

１
千
円
（
高
校
生
以
下
） 【
当
日
】

３
千
円
（
自
由
席
の
み
） 

▼
チ
ケ
ッ

ト
取
り
扱
い　

同
文
化
ホ
ー
ル
、
宮

脇
書
店
行
田
店
、
川
島
書
店
ほ
か 

▼
主
催　

北
埼
玉
に
第
九
を
根
付
か

せ
る
会　

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委

員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
合

唱
団
事
務
局
細
村
宅
☎
５
５
６―

３
４
６
３

▼
日
時　

12
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
４
日
は

正
午
ま
で
） 

▼
場
所　

郷
土
博
物
館

企
画
展
示
室　

▼
内
容　

福
島
県
在

住
の
風
景
画
家
、
佐
藤
順
夫
さ
ん
を

は
じ
め
、行
田
市
書
道
人
連
盟
会
員
、

行
田
市
７
公
民
館
書
道
ク
ラ
ブ
会
員

ら
の
作
品
展
示　

▼
入
場
無
料　

▼

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト　

▼
後
援　

行
田
市
、

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
問
い
合
わ

せ　

同
法
人
代
表
理
事
東
☎
０
８
０

―
１
０
１
０―

２
２
０
６

埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦

�

＆
埼
玉
県
物
産
観
光
展

人
権
・
同
和
問
題
を
考
え
る

�

「
県
民
の
集
い
」

�

三
世
代
交
流
も
ち
つ
き
会

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

冬
の
小
さ
な
音
楽
会
２
０
１
１

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

�

フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
第
九
演
奏
会

�

第
54
回
県
北
美
術
展
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�

癒
し
の
書
・
絵
画
作
品
展

イ
ベ
ン
ト



▼
そ
の
他　

長
靴
な
ど
を
履
き
、
水

に
ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
く
だ

さ
い
。
※
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
軍
手
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
な
ど
は
事
務
局
で
用

意　

▼
問
い
合
わ
せ　

星
川
の
自
然

と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会
会
長
松
村

宅
☎
５
５
９―

３
０
１
０

▼
日
時　

12
月
３
日
㈯
【
１
回
目
】

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
15
分

【
２
回
目
】
午
後
１
時
30
分
～
３
時

15
分　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　

▼
題
名　

お
ま
え
う
ま

そ
う
だ
な　

▼
入
場
料　
【
前
売
り
】

８
０
０
円
、【
当
日
】
９
０
０
円 

▼
主
催　

行
田
親
と
子
の
よ
い
映
画

を
み
る
会　

▼
後
援　

行
田
市
教
育

委
員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

北

埼
教
育
会
館
☎
５
５
３―

０
７
４
４

▼
日
時　

11
月
27
日
㈰
午
前
９
時
～

11
時
30
分
※
小
雨
決
行　

▼
集
合
場

所　

さ
き
た
ま
古
墳
公
園
は
に
わ
の

館
脇
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス　

▼
主
催　

み

ど
り
の
ぎ
ょ
う
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

▼
そ
の
他　

徒
歩
で
の
移
動
の
た

め
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
と
歩
き
や

す
い
靴
、雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

み
ど
り
の
ぎ
ょ
う

だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
橋
本
宅
☎
５
５
３

―

３
１
１
３
（
午
後
２
時
か
ら
４
時

ま
で
）

▼
日
時　

12
月
18
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

行
田
平
安
閣　

▼

内
容　

①
婚
活
講
座
「
新
年
に
備
え

て
リ
ン
パ
に
よ
る
美
容
と
来
年
の
運

勢
占
い
」 

②
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー　

▼

参
加
費　

男
性
３
千
５
０
０
円
、
女

性
３
千
円
（
会
員
５
０
０
円
引
き
）

※
軽
食
、
飲
み
物
付
き　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
12
月
11

日
㈰
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
荒
木
☎
５
５
４―

０
１
６
２

▼
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
０
時
30
分
（
午
前
９
時
30
分
受

付
開
始
） 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
障
害
者
（
児
） 

▼
内
容 

▼
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

市
役
所
駐
車

場
周
辺　

▼
内
容　

地
元
商
工
業
者

に
よ
る
物
産
大
バ
ザ
ー
ル
や
「
忍
城

水
攻
め
」
の
寸
劇
の
ほ
か
、
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
と
し
て
白
河
市
の

物
産
販
売
を
行
い
ま
す
。 

▼
主
催 

行
田
商
工
会
議
所　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
会
議
所
☎
５
５
６―

４
１
１
１

▼
日
時　

12
月
４
日
㈰
午
後
１
時
～

５
時　

▼
場
所　
「
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
バ
ン

ド　

ク
リ
ス
タ
ル
ナ
イ
ト　

▼
参
加

費　

１
千
円　

▼
主
催　

行
田
市
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
連
盟　

▼
後
援　

埼

玉
県
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
体
育
協
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

島
崎
宅
☎
５
５
４

―

３
６
７
３

▼
日
時　

11
月
20
日
㈰
午
前
８
時
～

９
時
30
分
※
小
雨
決
行　

▼
集
合
場

所　

馬
見
塚
第
２
集
会
所（
西
善
院
） 

卓
球
バ
レ
ー
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
Ｓ
Ｔ
Ｔ
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど　

▼
参

加
無
料　

▼
持
ち
物　

運
動
し
や
す

い
服
装
、
タ
オ
ル
、
上
履
き　

▼
申

し
込
み　

11
月
４
日
㈮
ま
で
に
参
加

申
込
書
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

▼
そ
の
他　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
11
月
４
日
㈮

ま
で
に
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合

わ
せ　

同
課
（
内
線
２
６
６
）【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
５
５
４―

６
７
０
１
ま
た
は

同
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

11
月
20
日
㈰
午
後
３
時
30

分
～
４
時
40
分　

▼
場
所　

ベ
ル

ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ
ア　

▼
内
容　
【
講

演
】「
残
し
た
い
伝
え
た
い
荒
川
」 

▼
講
師　

岩
田
省
三
さ
ん
（
日
本
大

学
芸
術
学
部
写
真
学
科
常
任
理
事
） 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

熊
谷
高
校

同
窓
会
行
田
支
部　

▼
後
援　

行
田

市
教
育
委
員
会　

▼
そ
の
他　

申
し

込
み
不
要　

▼
問
い
合
わ
せ　

小
山

☎
０
９
０―

３
２
２
５―

７
４
４
７

広告

29

第
65
回
行
田
親
と
子
の

�

よ
い
映
画
を
み
る
会
上
映
会

�

２
０
１
１
ク
リ
ス
マ
ス

�

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

�

第
32
回
行
田
商
工
祭
・

�

忍
城
時
代
ま
つ
り

�

第
23
回

�

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
舞
踏
大
会

�

冬
の
自
然
観
察
会
お
よ
び

�

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

第
１
回
「
未
来
へ
残
し
た
い

�

行
田
の
自
然
八
景
」
ウ
ォ
ー
ク

～
in��

さ
き
た
ま
古
墳
公
園
と
前
玉
神
社
～

第
13
回
行
田
市
障
害
者（
児
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ

�

岩
田
省
三
講
演
会

教
室
・
講
習
会



催し・募集

▼
日
時　

11
月
29
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所　

羽
生
市

民
プ
ラ
ザ
２
０
５
研
修
室
（
羽
生
市

中
央
３―

７―

５
） 

▼
内
容　

当
事

者
・
家
族
同
士
で
困
り
事
、
悩
み
事

な
ど
自
由
に
話
し
合
い
ま
す
。 

▼

対
象　

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
当

事
者
・
家
族
・
支
援
者　

▼
問
い
合

わ
せ　

地
域
で
共
に
生
き
る
ナ
ノ
☎

０
９
０―

４
７
５
９―

７
１
５
６

相
談
会

▼
日
時　

11
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午 

▼
場
所　

県
立
羽
生
実
業
高

等
学
校　

▼
講
座
名　

石
窯
で
焼
く

本
格
ピ
ザ
づ
く
り　

▼
対
象　

小
・

中
学
生　

▼
定
員　

14
人　

▼
受
講

料　

３
０
０
円　

▼
申
し
込
み　

往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
講
座
名
を
記
入
し
、
実
施
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
県
立
羽
生
実
業
高

等
学
校
農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
係

（
〒
３
４
８―

８
５
０
２ 

羽
生
市
羽

生
３
２
３
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校

☎
５
６
１―

０
３
４
１

守
る
生
活
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。 

▼
定
員　

１
０
０
人（
先

着
順
） 

▼
入
場
無
料　

▼
申
し
込
み�

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
（
行
田
法
人

会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
6

.ocn.ne.jp/~g
yohojin/

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
11
月
30
日
㈬
ま

で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
事
務
局
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
５
５
４―

６
９
６
９　

▼
問
い

合
わ
せ　

同
会
事
務
局
☎
５
５
４―

４
５
３
５

▼
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

熊
谷
市
立
商
工
会

館
２
階
大
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市
宮
町
２

―

39
） 

▼
内
容　

①
講
演
会
【
第
１

部
】
飯
塚
勇
さ
ん
（
深
谷
赤
十
字
病

院
医
師
）
に
よ
る
「
ス
ト
ー
マ
の
合

併
症
に
つ
い
て
」【
第
２
部
】
清
水

昌
美
さ
ん（
深
谷
赤
十
字
病
院
皮
膚
・

排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）に
よ
る「
災

害
時
の
対
応
～
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
」
②
各
種
補
装
具
の
展
示
（
午

前
11
時
～
午
後
１
時
） 

▼
対
象　

オ

ス
ト
メ
イ
ト
の
方
お
よ
び
そ
の
家

族
、
医
療
関
係
者　

▼
入
場
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
埼
玉
県
支
部
☎
０
４
８―

８
３
５―

５
２
２
６

▼
日
時　

毎
週
金
曜
日
午
後
５
時
～

６
時　

▼
場
所　

行
田
警
察
署
武
道

場　

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３

年
生
～
６
年
生　

▼
定
員　

17
人

（
先
着
順
） 

▼
参
加
無
料　

▼
そ
の

他　

ス
ポ
ー
ツ
保
険
な
ど
の
加
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

同
署
生
活
安
全
課
☎

５
５
３―

０
１
１
０

▼
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
、

午
後
１
時
（
２
回
） 

▼
場
所　

防
衛

省
熊
谷
地
域
事
務
所
（
熊
谷
市
筑
波

３―

90―

１ 

国
際
ビ
ル
２
階
） 

▼

内
容　

高
等
工
科
学
校
、
自
衛
官
な

ど
の
募
集
案
内　

▼
対
象　

中
学
生

～
26
歳
の
方
と
そ
の
保
護
者
な
ど 

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

同
事

務
所
☎
５
２
２―

４
８
５
５

▼
日
時　

12
月
３
日
㈯
午
後
３
時
開

演　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
１
研
修
室　

▼
内
容　

平
石
貴

久
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
）
が
、

最
新
医
学
情
報
を
紹
介
し
、
健
康
を
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《住民基本台帳人口》
人口85,451人　　男42,577人　　女42,874人　　世帯数32,800世帯
9月中の異動　出生59人　転入等142人　死亡52人　転出等149人

行田市の人口と世帯
（平成23年10月１日現在）

 

行
田
警
察
署

 

少
年
剣
道
教
室

 

防
衛
省
自
衛
隊
説
明
会

行
田
法
人
会　

健
康
講
座

 

～
食
事
と
運
動
の
仕
方
で

 

楽
し
く
健
康
を
守
る
～

埼
玉
県
高
次
脳
機
能
障
害

 

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

 

「
地
域
交
流
会
」

 
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

 

医
療
講
習
会

 

農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

▶日　　時　 平成24年２月９日（木）～12日（日）午前９時～午後５
時（12日は午後４時まで）

▶場　　所　「グリーンアリーナ」サブアリーナ
▶応募資格　 市内および近隣市町に在住、在勤、在学の方（学生は15

～18歳の高等学校もしくは高等専門学校に在籍する
者とし、19歳以上の学生は一般扱い）

▶�種目・作品規格　①【絵画】日本画、洋画（油絵・水彩）、版画　８号
以上60号以内、額装（ガラス不可、アクリル可、展示ひもを取り付
ける）　②【彫刻】体積100㎝×100㎝×200㎝以内、重量100㎏
以内、ケースは使用しない　③【書】170㎝×60㎝以内（縦横自由）
または91㎝×91㎝以内、額装または枠張（ガラス不可、アクリル
可、軸装可）　④【写真】〔一般〕<単写真>Ａ３ノビ以上全紙以内、
<組写真>65㎝×95㎝以内　〔学生〕Ａ４以上ワイド４ツ切まで

（単写真のみで組写真は不可）※ガラス・展示できないドライマウ
ント不可、アクリル・デジタルプリント可、画像加工は不可　⑤【工
芸】制限なし（壁面作品・着物などは付属品も持参）

▶出 品 料　 １点につき一般2,000円、学生1,000円（ただし、同種
目の２点目からは半額）

▶搬　　入　平成24年２月５日（日）午前10時～午後２時
▶搬　　出　平成24年２月12日（日）午後４時～５時
▶主　　催　 行田市美術家協会、行田市教育委員会、（財）行田市産

業・文化・スポーツいきいき財団
▶そ の 他　作品は未発表のものに限ります。
▶問い合わせ　 行田市美術展実行委員会事務局（産業文化会館内）☎

５５６―６３７１

第14回公募行田市美術展の作品募集
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固定資産税・都市計画税・・４期	 国民健康保険税・・・・・・５期
介護保険料・・・・・・・・５期	 後期高齢者医療保険料・・・５期	 納期限　11月30日（水）

今月の納税

▼
日
時　

11
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
内
容　

賃
金
未
払

い
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
の
相
談 

▼
相
談
方
法　

電
話
に
よ
る
無
料
相

談
☎
０
４
８―

８
７
２―
８
０
５
５

（
開
催
当
日
の
み
） 

▼
主
催　

埼
玉

司
法
書
士
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

同

会
事
務
局
☎
０
４
８―

８
６
３―

７
８
６
１

▼
日
時　

12
月
４
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
内
容　

司
法
書
士
に

よ
る
生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相
談

会　

▼
相
談
方
法　

電
話
に
よ
る
無

料
相
談
☎
０
１
２
０―

０
５
２―

０
８
８
（
開
催
当
日
の
み
） 

▼
主
催 

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

▼
問

い
合
わ
せ　

司
法
書
士
高
柳
☎

０
４
９―

２
７
７―

６
２
１
０

▼
日
時　

11
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

行
田
商
工
会

議
所
会
議
室　

▼
内
容　

運
転
資

金
、
設
備
資
金
、
開
業
の
た
め
の
融

資
相
談
（
要
予
約
） 

▼
相
談
員　

日

 

全
国
一
斉

 
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

 

生
活
保
護
１
１
０
番

 

年
末
一
日
公
庫

 

（
融
資
相
談
会
）

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

▼
日
時　
【
硬
筆
】
11
月
15
日
・

29
日
、
12
月
13
日
、
平
成
24
年
１

月
17
日
・
31
日
【
毛
筆
】
11
月
22

日
、
12
月
６
日
・
20
日
、
平
成
24

年
１
月
24
日
、
２
月
７
日
の
各
火

曜
日
午
後
５
時
～
６
時　

▼
場
所 

市
民
プ
ー
ル
２
階
会
議
室　

▼
対

象　

年
長
児
～
小
学
６
年
生　

▼

参
加
費　

１
回
５
０
０
円　

▼
そ

の
他　

保
護
者
の
方
は
、
受
講
中

は
待
合
室
に
て
お
待
ち
く
だ
さ

い
。 

▼
申
し
込
み　

各
開
催
日

当
日
の
開
始
時
間
ま
で
に
直
接
会

場
に
て
受
け
付
け

▼
日
時　

12
月
23
日
㈮
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室　

▼
内
容　

新
年
を

彩
る
縁
起
の
良
い
赤
い
実
の
な
る

植
物
で
、
贈
り
物
と
し
て
も
使
え

る
、
風
流
な
正
月
を
演
出
す
る
寄

せ
植
え
を
作
る　

▼
講
師　

萩
原

文
雄
さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ

園
芸
専
門
学
校
） 

▼
対
象　

成
人 

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
） 

▼
参

加
費　

４
千
３
０
０
円（
保
険
料
・

材
料
代
） 

▼
申
し
込
み　

11
月
19

日
㈯
午
後
２
時
～
12
月
３
日
㈯
に

同
館
窓
口

「
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼

内
容　

ブ
ロ
ッ
ク
別
（
３
～
４

チ
ー
ム
）
の
リ
ー
グ
戦
と
し
、
各

チ
ー
ム
２
試
合
の
親
善
試
合
を
行

う　

▼
対
象　

市
内
の
小
学
３
年

生
～
６
年
生　

▼
申
し
込
み　

各

小
学
校
お
よ
び
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
11
月
19
日
㈯
午
前
８
時
30

分
か
ら
20
日
㈰
午
後
９
時
ま
で
に

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口

▼
無
料
開
放
日　

11
月
14
日
㈪ 

▼
開
放
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

4
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後
４

時
ま
で
） 

▼
そ
の
他　

ア
ニ
メ

「
宮
沢
賢
治
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ 

猫
の
事
務
所
」
を
上
映
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
21
日
㈯

午
後
１
時
30
分　

▼
場
所　

商
工

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内
容 

「
丹
下
左
膳　

百
万
両
の
壺
」
の

上
映　

▼
入
場
無
料　

▼
そ
の
他 

入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

▼
入
場
整
理
券
配
布 

11
月
19
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
商
工

セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口
（
電
話
受
け

付
け
は
午
前
10
時
か
ら
）

▼
日
時　

11
月
26
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
０
時
30
分
（
受
け
付
け
は

午
前
８
時
40
分
か
ら
） 

▼
場
所 

県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

 

古
代
蓮
会
館
無
料
開
放

「
ぎ
ょ
う
だ
映
画
劇
場
」

 

時
代
劇

 

正
月
風
の
寄
せ
植
え

本
政
策
金
融
公
庫
熊
谷
支
店
融
資
担

当
者　

▼
持
参
資
料　

確
定
申
告
書

お
よ
び
決
算
書
直
近
２
期
分
、
預
金

通
帳
、
借
入
明
細
、
税
金
の
領
収
書
、

運
転
免
許
証
、
社
判
・
印
鑑
、
見
積

書
（
設
備
資
金
の
場
合
） 

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

相
談
会
前
日
ま

で
に
電
話
で
同
会
議
所
☎
５
５
６―

４
１
１
１
ま
た
は
同
金
融
公
庫
熊
谷

支
店
☎
５
２
１―

２
７
３
１

行
田
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

小
学
生
体
力
向
上
＆

 

ふ
れ
あ
い
親
善
試
合

わ
く
わ
く
手
ぶ
ら
de

 

硬
筆
＆
毛
筆
教
室
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文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
か
ら
忍
藩
主
と
な
っ
た

松
平
家
は
前
藩
主
の
阿
部
家
と
違
い
、「
武
門
」
に

重
き
を
置
い
た
大
名
で
す
。
松
平
家
の
初
代
松
平

忠た
だ
あ
き
ら明
は
徳
川
家
康
の
孫
と
し
て
生
ま
れ
、
大
坂
の

陣
で
活
躍
し
、
大
坂
や
大や

ま
と
こ
お
り
や
ま

和
郡
山
、
姫
路
と
い
っ
た

西
国
の
重
要
拠
点
の
藩
主
を
務
め
ま
し
た
。
家
臣

団
も
役
人
中
心
だ
っ
た
阿
部
家
に
比
べ
て
、
軍
事

部
門
中
心
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
徳

川
家
の
一
族
か
ら
大
名
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
老

中
な
ど
幕
府
の
要
職
に
は
就
任
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
松
平
家
の
軍
事
力
が
幕
末
の
動
乱
の
な
か
で

幕
府
に
必
要
と
さ
れ
、
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

天
保
13
年
（
１
８
４
２
）、
幕
府
は
外
国
船
の
来

航
に
備
え
、
忍
藩
と
川
越
藩
に
江
戸
湾
の
沿
岸
警

備
を
命
じ
ま
し
た
。
忍
藩
の
管
轄
は
富ふ

っ
つ津
岬
か
ら

房
総
半
島
の
先
端

ま
で
で
、
現
地
の

陣
屋
や
遠
見
番
所

に
藩
士
が
派
遣
さ

れ
、
警
備
に
当
た

り
ま
し
た
。
嘉
永

６
年（
１
８
５
３
）

の
ペ
リ
ー
来
航
の

と
き
に
は
、
三
浦

半
島
の
浦
賀
に
上

陸
し
た
た
め
、
陸

上
の
警
備
は
川
越

藩
と
彦
根
藩
が
、

海
上
警
備
を
忍
藩

と
会
津
藩
が
担
当
し
ま
し
た
。
幕
府
は
ペ
リ
ー
の

再
来
に
備
え
て
品
川
沖
に
人
工
島
を
築
い
て
砲
台

を
設
置
し
、
警
備
を
そ
れ
ま
で
江
戸
湾
警
備
を
担

当
し
て
い
た
各
藩
に
割
り
当
て
ま
し
た
。
台
場
と

よ
ば
れ
る
こ
の
人
工
島
の
う
ち
、
三
番
台
場
の
警

備
を
忍
藩
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
は
将
軍
徳
川
家い

え
も
ち茂

上
洛
の
お
礼
と
京
都
警
備
の
た
め
、
藩
主
松
平

忠た
だ
ざ
ね誠
が
京
に
上
り
ま
し
た
。
元
治
元
年（
１
８
６
４
）

に
起
き
た
天て

ん

狗ぐ

党
の
乱
で
は
水
戸
へ
出
兵
し
、
後
に

天
狗
党
の
浪
士
１
２
０
人
を
預
か
り
忍
城
内
に
幽

閉
し
ま
し
た
。
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
に
徳
川

慶よ
し
の
ぶ喜
が
大
政
奉
還
を
す
る
と
松
平
忠
誠
は
軍
勢
を

連
れ
て
大
坂
に
入
り
ま
す
が
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

で
幕
府
軍
が
敗
北
す
る
と
、
江
戸
へ
戻
り
ま
し
た
。

藩
内
で
は
新
政
府
・
旧
幕
府
の
ど
ち
ら
に
つ
く
か
で

意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
開
城
に
決

ま
り
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
３
月
11

日
に
新
政
府
軍
が
忍
城
に
入
城
し
ま
し

た
。以
降
は
新
政
府
軍
に
組
み
込
ま
れ
、

北
関
東
や
南
東
北
を
転
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
い
の
最
中
、
前
藩
主
松
平
忠

国
が
死
去
し
、
病
気
療
養
中
だ
っ
た
藩

主
松
平
忠
誠
も
明
治
２
年
６
月
に
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。
幕
末
の
動
乱
に

翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
た
二
人
の
藩
主
の
死
は
、
忍

藩
主
松
平
家
の
歴
史
が
大
き
な
転
換

を
迎
え
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
す
。

�

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

212

行
田
の
歴
史
再
発
見

行
田
の
歴
史
再
発
見
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幕
末
の
動
乱
と
忍
藩

　10月16日、（社）行田青年会議所主催の忍城「どすこい！」フェスティバルが
開催されました。
　忍城址に特設された土俵で、市内の小学４年生から６年生までのわんぱく力士
が熱戦を繰り広げました。土俵際での攻防や体格差を感じさせない取組に、保護
者や観客から大きな声援や拍手が送られていました。

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。 環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

炮術形状図式
（安政４年  忍藩士の砲術の訓練を描いた絵巻物）

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　平
へい

成
せい

22年
ねん

７月
がつ

に結
けっ

成
せい

された「忍
おしじょう

城おもてなし甲
かっちゅうたい

冑隊」。行
ぎょうだ

田を
訪
おとず

れる観
かんこうきゃく

光客に、よりいっそう行
ぎょうだ

田の歴
れき

史
し

に親
した

しんでもらおうと、
戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

軍
ぐん

と対
たい

峙
じ

した成
なり

田
た

家
け

の勇
ゆう

猛
もう

果
か

敢
かん

な武
ぶしょう

将たちを
モデルにして結

けっ

成
せい

されたんだ。
　忍

おしじょうし

城址や郷
きょうどはくぶつかん

土博物館を中
ちゅうしん

心に、記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

や見
み

応
ごた

えのある演
えん

舞
ぶ

を
披
ひ

露
ろう

し「おもてなし」をしているよ。今
いま

まで行
おこな

った忍
おしじょうし

城址での記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

は約
やく

7,800回
かい

、演
えん

舞
ぶ

の披
ひ

露
ろう

は約
やく

150回
かい

というから、大
だい

活
かつ

躍
やく

だね。
　ぜひ、お友

とも

達
だち

や家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に甲
かっちゅうたい

冑隊に会
あ

いに来
き

てくださいね。

忍
おし

城
じょう

おもてなし 甲
かっ

冑
ちゅう

隊
たい
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